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P 7 デマンドバスの実証運行

P   9 小規模事業者省エネルギー設備更新支援補助金／
　　 秋の火災予防運動

P   8  隣地からの竹木の枝の切除／
　　  令和6年度児童クラブ加入申込み

P10 償却資産の申告／
　    令和6年4月採用新城市職員募集
P11 お知らせ
P20 お知らせ保健
P21 連載コーナー

P２ みんなの広場
P 4 　　 新城市訪問看護ステーション特集特集特集特集

P 6 公共交通実証実験タクシークーポン付き
　　  Ｓバス１日利用券を発行
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※高速道路上の交通事故は除く

ゴーナナ

区
件

死傷者（人）

死者 負傷者 計
分

人身
事故
件数

物損
事故
件数

9月
前年比

令和５年累計
前年比

5
1
48
－4

1
1
1
0

7
1
59
0

8
2
60
0

104
18
769
32

※番組の内容は、毎週水曜日午後６時30分に入れ替え、１週間ごとに更新
※②は月～金曜日のみ
※都合により、番組内容を変更する場合があります。
※「いいじゃん新城」をテレビでご覧いただくには、ケーブルテレビへの加
入が必要です。身近な話題をお届けしていますので、皆さんぜひご加
入ください。

①午前7時30分
②午前10時15分　
③午後0時30分

④午後3時30分　
⑤午後6時30分　　
⑥午後10時30分

毎日６回・10分間放送

いいじゃんいいじゃん
新城新城

ケーブルテレビ市政番組 月番組表

8：30～17：15
※市民課は土曜日（9：00～12：00）、証明書発行窓口を開設しています。 

本庁舎・支所の開庁時間 市役所本庁舎 23-1111（代表）
鳳来総合支所 22-9931（代表）   作手総合支所 25-7875（代表）

本市の市外局番は0536です

●手当の振り込み●11月の納税

交通事故

数字で見るしんしろ

10月1日現在（前月比）

17,783世帯総世帯数43,316人総人口

21,619人（－14） 21,697人（－16）男性

8人出生 93人転入 88人転出

女性

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が
　一致しない月もあります。

人口

市からの情報をチェック！
公式ホームページ
くらしに関すること、イベント、市の施策に
関する情報を提供しています。

〈広報紙配信〉

マチイロ、マイ広報紙
スマートフォンなどで
広報紙をご覧いただけます。

〈情報メール〉

メール配信システム
災害情報や緊急情報をメールで
配信します。

〈情報アプリ〉

防災アプリ
スマートフォンへ防災情報を
プッシュ通知でお知らせします。
さんあ～る
スマートフォンなどで、
ごみの回収日や分別方法を
ご覧いただけます。

〈公式SNS〉

行政情報や
旬な話題を
お届けします。

IDで簡単に検索できます
タイトル横の９桁の数字がIDです。

❶検索をタップ
❷ページID検索をタップ
❸IDを入力
❹表示をタップ

❸

❶

❹

❷

放送日 番組内容

市政番組キャラクター「亀姫」
問合せ：秘書人事課（TEL.23‐7623）

2

11

マチイロ マイ広報紙

今月の表紙

ID
１
６
６
３
０
７
６
５
２

43人死亡

今月のトピックス

タクシークーポン付き
Sバス１日利用券

納期限　11月30日（木）
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料
◆上下水道料金
◆農業集落排水使用料
◆下水道事業受益者負担金
◆公共下水道事業分担金
◆農業集落排水事業分担金
◆住宅使用料
◆し尿くみ取手数料
◆保育所保育料
◆児童クラブ保護者負担金

受給されている方は、指定の振込
先口座をお確かめください。転居、
転出などの際は本庁舎または各
総合支所へ届出をしてください。
振込日　11月10日（金）
◆児童扶養手当（9,10月分）
◆市遺児手当（9,10月分）
◆特別障害者手当（8～10月分）
◆障害児福祉手当（8～10月分）
◆経過的福祉手当（8～10月分）
振込日　11月30日（木）
◆市障害者手当（8～11月分）

詳細ページ▶６ページ

10月25日～11月1日

11月1日～11月8日

11月8日～11月15日

11月15日～11月22日

11月22日～11月29日

11月29日～12月6日

・男女共同参画

・病院祭

・秋の火災予防週間

・わくわく広場の開催

・連携火災想定訓練会

・ラリージャパン2023

　中心市街地まではSバスで向かい、
中心市街地内はタクシーで移動をする
実証実験です。数に限りがありますが
お得な利用券ですので、ぜひご利用く
ださい。

鳳来寺山
　鳳来寺山石段入口の写真です。11月
から開催される「鳳来寺山もみじまつ
り」では、表参道、鳳来寺山本堂や鳳来
山東照宮などで見事な紅葉を見ること
ができます。ぜひ、お越しください。

詳細ページ▶11ページ

こんにちは

赤ちゃん
こんにちは

赤ちゃん

※令和5年9月１日～30日の間に新城市に届け出のあった赤ちゃんです。　
　届出人の承諾を得て掲載しています。

届出分9月

藤 原 　 采 白

川 合 　 柊 楓

鈴 木 　 結 仁

小 山 　 　 來

OKAMURA KATO 
KEMILY NAMIE

松 澤 　 怜 央

東 新 町

長 篠 西

中 宇 利

豊 島

平 井

中 宇 利

誠人

勝彦

悠馬

佳希

KATO DAVI 
SADAO

隼人

女

女

男

男

女

男

性別 保護者氏　名 地　区
ふ じ わ ら

か わ い

す ず き

 こ や ま

 お か む ら  か と う

け み り  な み え

ま つ ざ わ

こ と は

し ゅ う か

ゆ い と

　 　 ら い

れ お

ま さ ひ と

か つ ひ こ

ゆ う ま

よ し き

か とう  だ び  

さ だ お

は や と
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新城市訪問看護ステーション
ID　580719381 問合せ　訪問看護ステーション（TEL 23-3031）

●幅広く様々な方が利用できます

●訪問看護のサービス内容

よくある質問

利用を希望されるときの窓口

②日常生活動作

③医療処置・医療機器の管理

④日常生活ケア

⑤家族支援・連携

⑥ターミナルケア・在宅看取り

①病状観察・異常の早期発見

　訪問看護とは、看護師がお宅に訪問して、その方の病気や障がいに
応じた看護を行うことです。
　「病気や障がいがあっても、住み慣れた家で暮らしたい」「人生の最
期を自宅で迎えたい」と望まれる方が増えています。しかし、「家族だけ
で介護や医療的ケアができるだろうか」「１人暮らしだけど大丈夫？」
と不安が多いと思います。そんな時に頼りになるのが訪問看護です。
　新城市訪問看護ステーションは、地域で暮らす全ての年代の方に、関
係職種と協力して、一人一人に必要な支援を行っています。

　例えば、主治医の診察から次の診察までの間に訪問して、健康状態の悪化防止や、回復に向けての
お手伝いを行います。主治医の指示を受けて病院と同じような医療処置も行います。

上記①～⑥が主なサービス内容です。
　コロナ禍をきっかけに面会が制限され、終末期を家族と自宅で過ごしたいと思う人が増え
ています。それに伴い、訪問看護を利用し在宅看取りをされる方が増えています。

　受診している医療機関、新城市訪問看護ステーション、
ケアマネジャー、地域包括支援センター、高齢者支援課など
へご相談ください。

健康チェック、食事・水分量、
排泄状況、睡眠状況などの確認

関節の運動や日常生活動作の
訓練・嚥下訓練など

床ずれ予防や処置、吸引・点滴、
人工肛門、胃ろう . 尿管カテーテ
ル・在宅酸素・人工呼吸器など

入浴・シャワー浴介助、清拭、
更衣、口腔ケア、環境調整など

介護方法・健康管理の相談、
日常生活の相談、主治医やケア
マネジャー、事業所との連携

緩和ケア、癌末期や終末期を
自宅で過ごせるように支援

◆保険は使えますか？

　介護保険と医療保険が使えます。
　介護保険は 65歳以上の方で、要
支援・要介護と認定された人です。
40歳以上65歳未満の方で国が定め
た疾病の方も対象となります。
　医療保険は小児から高齢者まで
対象ですが、年齢によって条件が伴
います。要支援・要介護の認定を受
けた方は、本来、介護保険が優先で
すが、国が定めた疾病や病状に該当
される方は、医療保険の対象となり
ます。

◆訪問看護の費用は、
　どれくらいかかりますか？
　かかった費用の自己負担は、
保険の種類や所得・年齢によっ
て異なります。原則１割～３割
が自己負担です。
　例えば、保険によりますが、１
割負担で週１回とした場合、月
に約５,０００円～７,０００円です。

◆訪問看護師は、どのくらいの
　時間、何回来てくれますか？
　介護保険の場合と医療保険の場
合とで変わります。介護保険の場
合は、ケアプランに基づく回数とな
ります。１回の訪問は４区分（20分、
30分、１時間、１時間半）あります。
　医療保険の場合は、通常週３回
までで、１回の訪問時間は30分～
１時間半までです。
　ご本人やご家族のご希望をうか
がって、どれくらい訪問すればよい
か決めますが、病気や状態によって
は毎日伺う事も出来ます。

　訪問看護というと高齢者のサービスだと思われがちですが、子どもから高齢者まで幅広く利用が
できます。また、病状や障がいが重度でも軽度でも、主治医から訪問看護を必要と判断されたすべて
の人が受けられます。

●数値で見る訪問看護の現状
　全国的に訪問看護の利用者数は増えて
います。これは、要介護者の増加、在院
日数の短縮による医療依存度の高い在宅
療養者の増加、家族構成の変化に伴う家
族介護力の低下、国民の在宅療養に対す
る意識の向上、といった複数の要因があ
ります。

　新城市訪問看護ステーションでも、様々な理由で多くの方が利用をしてい
ます。一人一人、適切なサービス形態がありますので、利用を迷っている方は、
お気軽にお問い合わせください。

もっと
身近に

重症化を予防するために早い段階から‼

医療処置が
必要になったら…

病院に
通えなくなったら…

1 人で
動けなくなったら…

住み慣れた地域で過ごすには、病気と上手に付き合っていくことが大切です。

だけでなく

訪問看護ステーション事務室
しんしろ福祉会館１階 　TEL 23-３０３１

全国

（件）
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1「新城市訪問看護ステーション」
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新城市訪問看護ステーション
ID　580719381 問合せ　訪問看護ステーション（TEL 23-3031）

●幅広く様々な方が利用できます

●訪問看護のサービス内容

よくある質問

利用を希望されるときの窓口

②日常生活動作

③医療処置・医療機器の管理

④日常生活ケア

⑤家族支援・連携

⑥ターミナルケア・在宅看取り

①病状観察・異常の早期発見

　訪問看護とは、看護師がお宅に訪問して、その方の病気や障がいに
応じた看護を行うことです。
　「病気や障がいがあっても、住み慣れた家で暮らしたい」「人生の最
期を自宅で迎えたい」と望まれる方が増えています。しかし、「家族だけ
で介護や医療的ケアができるだろうか」「１人暮らしだけど大丈夫？」
と不安が多いと思います。そんな時に頼りになるのが訪問看護です。
　新城市訪問看護ステーションは、地域で暮らす全ての年代の方に、関
係職種と協力して、一人一人に必要な支援を行っています。

　例えば、主治医の診察から次の診察までの間に訪問して、健康状態の悪化防止や、回復に向けての
お手伝いを行います。主治医の指示を受けて病院と同じような医療処置も行います。

上記①～⑥が主なサービス内容です。
　コロナ禍をきっかけに面会が制限され、終末期を家族と自宅で過ごしたいと思う人が増え
ています。それに伴い、訪問看護を利用し在宅看取りをされる方が増えています。

　受診している医療機関、新城市訪問看護ステーション、
ケアマネジャー、地域包括支援センター、高齢者支援課など
へご相談ください。

健康チェック、食事・水分量、
排泄状況、睡眠状況などの確認

関節の運動や日常生活動作の
訓練・嚥下訓練など

床ずれ予防や処置、吸引・点滴、
人工肛門、胃ろう . 尿管カテーテ
ル・在宅酸素・人工呼吸器など

入浴・シャワー浴介助、清拭、
更衣、口腔ケア、環境調整など

介護方法・健康管理の相談、
日常生活の相談、主治医やケア
マネジャー、事業所との連携

緩和ケア、癌末期や終末期を
自宅で過ごせるように支援

◆保険は使えますか？

　介護保険と医療保険が使えます。
　介護保険は 65歳以上の方で、要
支援・要介護と認定された人です。
40歳以上65歳未満の方で国が定め
た疾病の方も対象となります。
　医療保険は小児から高齢者まで
対象ですが、年齢によって条件が伴
います。要支援・要介護の認定を受
けた方は、本来、介護保険が優先で
すが、国が定めた疾病や病状に該当
される方は、医療保険の対象となり
ます。

◆訪問看護の費用は、
　どれくらいかかりますか？
　かかった費用の自己負担は、
保険の種類や所得・年齢によっ
て異なります。原則１割～３割
が自己負担です。
　例えば、保険によりますが、１
割負担で週１回とした場合、月
に約５,０００円～７,０００円です。

◆訪問看護師は、どのくらいの
　時間、何回来てくれますか？
　介護保険の場合と医療保険の場
合とで変わります。介護保険の場
合は、ケアプランに基づく回数とな
ります。１回の訪問は４区分（20分、
30分、１時間、１時間半）あります。
　医療保険の場合は、通常週３回
までで、１回の訪問時間は30分～
１時間半までです。
　ご本人やご家族のご希望をうか
がって、どれくらい訪問すればよい
か決めますが、病気や状態によって
は毎日伺う事も出来ます。

　訪問看護というと高齢者のサービスだと思われがちですが、子どもから高齢者まで幅広く利用が
できます。また、病状や障がいが重度でも軽度でも、主治医から訪問看護を必要と判断されたすべて
の人が受けられます。

●数値で見る訪問看護の現状
　全国的に訪問看護の利用者数は増えて
います。これは、要介護者の増加、在院
日数の短縮による医療依存度の高い在宅
療養者の増加、家族構成の変化に伴う家
族介護力の低下、国民の在宅療養に対す
る意識の向上、といった複数の要因があ
ります。

　新城市訪問看護ステーションでも、様々な理由で多くの方が利用をしてい
ます。一人一人、適切なサービス形態がありますので、利用を迷っている方は、
お気軽にお問い合わせください。

もっと
身近に

重症化を予防するために早い段階から‼

医療処置が
必要になったら…

病院に
通えなくなったら…

1 人で
動けなくなったら…

住み慣れた地域で過ごすには、病気と上手に付き合っていくことが大切です。

だけでなく

訪問看護ステーション事務室
しんしろ福祉会館１階 　TEL 23-３０３１

全国

（件）

45 2023.11広報しんしろ広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

1「新城市訪問看護ステーション」

2023.11



6広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

  2023.11

　ほのか情報

　
Ｓ
バ
ス
全
線
で
利
用
が
で
き
る
１
日

利
用
券
に
加
え
、中
心
市
街
地
周
辺
の

移
動
で
利
用
が
で
き
る
タ
ク
シ
ー
ク
ー

ポ
ン（
３
枚
）が
付
い
た
利
用
券
を
発
行

し
、今
後
の
公
共
交
通
施
策
展
開
の
た

め
、実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

■
概
要

販
売
金
額

　
１
，２
０
０
円

販
売
場
所

　�

公
共
交
通
対
策
課
、各
総
合
支
所
地

域
課（
限
定
２
０
０
０
枚
）

購
入
方
法

　
現
金
支
払（
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
）

利
用
期
限

◆
Ｓ
バ
ス
１
日
利
用
券

　
指
定
し
た
利
用
日
に
限
定

◆
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

■
Ｓ
バ
ス
の
利
用
方
法

①�

１
日
利
用
券
の
利
用
日
欄
に
販
売
窓

口
で
告
知
し
た
利
用
日
を
記
入
。

②�

乗
車
ま
た
は
降
車
の
際
に
、利
用
日

が
見
え
る
よ
う
に
運
転
手
に
提
示
す

る
。

③��

利
用
日
の
最
後
に
乗
車
し
た
バ
ス
の

運
転
手
に
渡
す
。

Ｓ
バ
ス
１
日
利
用
券
の
注
意
事
項

　
利
用
日
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、利

用
の
前
日
ま
で
に
購
入
場
所
ま
た
は
電

話
で
日
付
の
変
更
手
続
き
を
行
い
、二

重
線
で
日
付
を
訂
正
の
上
、新
し
い
利

用
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
方
法

①
タ
ク
シ
ー
の
手
配
、予
約
を
行
う
。

　
豊
鉄
タ
ク
シ
ー

　（
T��０
５
３
６–

22–

１
１
１
５
）

②
指
定
し
た
時
間
、場
所
で
待
つ
。

③�

乗
車
時
に
運
転
手
か
ら
予
約
内
容
の

確
認
を
受
け
る
。

④�

降
車
時
に
必
要
な
枚
数
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
渡
す
。

タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
券
の
注
意
事
項

　
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
で
き

る
区
間
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、区
間
に
よ
り
ク
ー
ポ
ン
券
の

必
要
枚
数
が
異
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、新
城
駅
～
新
城
市
民
病
院

間
は
ク
ー
ポ
ン
１
枚
利
用
で
す
が
、新

城
駅
～
新
城
市
商
工
会
館
は
ク
ー
ポ
ン

２
枚
利
用
で
す
。

エリア タクシー乗降場所一覧

１ 新城駅
２ 亀姫通り
３ 新城市民病院、ドラッグスギヤマ新城店
４ 西入船地内
５ 新城市役所、新城文化会館

６ 西新町整形外科、むらまつ内科、
新城市商工会館

７ 三菱UFJ銀行、GENKY町並本町店
８ 新城税務署、中村医院、クスリのアオキ
９ 今泉医院
10 新城郵便局、ピアゴ新城店
11 中根医院、スギ薬局新城店、城北東部公園
12 東新町駅、Aコープ新城店

13 東新町公民館、しんしろ福祉会館、
県営弁天住宅集会所前

14 上平井公民館
15 庭野公民館

公
共
交
通
実
証
実
験 

タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
付
き
Ｓ
バ
ス
１
日
利
用
券
を
発
行
し
ま
す

３
７
０
９
７
１
５
０
８

ID問
合
せ
　
公
共
交
通
対
策
課（
T��22–

９
９
０
１
）

問合せ先●新城市役所公共交通対策課
　　　　  ☎0536-22-9901

●Ｓバス利用のときは、乗務員にこの券を提示して下さい。
●利用日の記入は消えないボールペンで記入して下さい。
●利用日を変更した場合は、二重線で日付を訂正の上、新しい利
用日をご記入下さい。また、必ず変更日を公共交通対策課にお
伝え下さい。

●この券は、利用日の最後に乗車したバスの運転手に渡してくだ
さい。

●この券は払い戻しが出来ません。

利用日

乗車場所 降車場所

利用日

乗車場所 降車場所

利用日

乗車場所 降車場所

乗務員（　　　　　　　　　　　）

乗務員（　　　　　　　　　　　）

乗務員（　　　　　　　　　　　）

利用方法

TAXI

TAXI

TAXI

Ｓバス１日利用券
この券は、利用日の運行終了まで利用できます。

令和　　　年　　　月　　　日利用日

利用可能な交通機関
●Sバス 西部線、北部線、中宇利線、吉川市川線、作手線、

秋葉七滝線、長篠山吉田線、布里田峯線、塩瀬線、
湯谷温泉もっくる新城線、守義線、つくであしがる線

タクシークーポン付き

タクシークーポン❸
令和６年３月３１日まで有効期間

要予約◉豊鉄タクシー（☎0536-22-1115）

タクシークーポン❷
令和６年３月３１日まで有効期間

要予約◉豊鉄タクシー（☎0536-22-1115）

タクシークーポン❶
令和６年３月３１日まで有効期間

要予約◉豊鉄タクシー（☎0536-22-1115）

No.

No.

No.

No.

※タクシークーポンの利用方法は、チラシまたはＨＰをご確認下さい。

※タクシークーポンの利用方法は、チラシまたはＨＰをご確認下さい。

※タクシークーポンの利用方法は、チラシまたはＨＰをご確認下さい。

中心市街地へ Sバスで移動

中心市街地内はタクシーで移動

中心市街地
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９
月
末
で
豊
鉄
バ
ス
四
谷
千
枚
田
新

城
線
が
運
行
を
休
止
し
ま
し
た
。

　
交
通
空
白
地
と
な
る
連
合
、四
谷
の

移
動
を
確
保
す
る
た
め
、代
替
路
線
と

し
て
、10
月
か
ら
海
老
、四
谷
、連
合
地

区
内
で
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
運
行
を

行
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は

　
事
前
予
約
に
基
づ
き
、区
域
内
お
よ

び
区
域
外
の
指
定
さ
れ
た
場
所
ま
で
移

動
が
で
き
る
バ
ス
で
す
。

実
証
運
行
期
間

　
10
月
２
日
㈪
～
令
和
６
年
３
月
30
日
㈯

運
行
日
　

　
月
曜
日
～
土
曜
日

　
※
日
曜
日
、祝
日
、12
月
29
日
～
１
月

　
３
日
は
運
休

運
行
時
間
　

　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

運
賃

　
実
証
運
行
期
間
は
無
料

運行のルール

・�利用日前日の正午までに電話で予約が必要
です。
　当日の予約はできません。
・�海老、四谷、連合区域内の移動、区域外に設
置する指定乗降場所への移動が可能です。
・�長篠、新城方面へ行くには、豊鉄バス田口
新城線に乗り換えてください。
・�実証運行の期間中は、無料で利用ができま
す。
・車は５人乗りの普通乗用車です。

利用方法

①利用者登録をする。
　�（登録が無くても利用できますが、スムー
ズな予約受付のために、事前登録にご協力
ください。）
②電話で予約する。
　�氏名、連絡先、利用日時、乗車場所、降車場
所、帰りの予約を伝えます。
　TEL　０９０－３０４５－５８５５
　受付　月曜日～金曜日　9:00～12:00
③�利用日当日に予約した乗車場所でバスを
待つ。

■
利
用
例

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す

２
８
１
４
１
４
４
１
８

ID問
合
せ
　
公
共
交
通
対
策
課（
T��22–

９
９
０
１
）

四谷の千枚田

学童農園
山びこの丘

旧連谷小学校

旧海老小学校

四谷

連合

海
老
川

川売の梅

稲
目
ト
ン
ネ
ル

静巌堂医院（指定乗降場所）

滝上バス停

丁塚バス停

海老バス停
塚島バス停

田
口
新
城
線

運行区域

自宅

自宅
海老構造改善センター

塚島バス停

デマンドバス
利用

運賃：無料

田口新城線利用
運賃：890円

デマンドバス利用
運賃：無料

新城市民病院

自宅のある海老須山
から、新城市民病院
に行きたい。

利用方法①

自宅のある四谷から、
海老構造改善センター
に行きたい。

利用方法②
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　ほのか情報

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、令
和
６
年

度
申
込
分
か
ら
利
用
区
分（
通
年
利
用
、

長
期
休
み
の
み
利
用
）に
よ
っ
て
申
込

期
限
が
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、配
布

す
る
案
内
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

時
間
　�

下
校
後
～
午
後
６
時（
土
・
日
曜

日
、祝
日
、休
校
日
を
除
く
）

　
　�

　�

※
春
、夏
、冬
休
み
の
期
間
中
は

午
前
８
時
～
午
後
６
時

対
象
　�

就
労
な
ど
に
よ
り
開
設
時
間
中

に
児
童
を
養
育
で
き
な
い
家
庭

の
小
学
生

そ
の
他�

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
加
入
希
望
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
祖
父
母

等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
家
庭
は
、

対
象
児
童
で
あ
っ
て
も
加
入
申

込
み
に
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
利
用
料
金(

保
護
者
負
担
金)

◆
通
年
利
用

　
月
額
　
５
，０
０
０
円

　
た
だ
し

　
７
月
　
６
，０
０
０
円

　
８
月
　
８
，０
０
０
円

◆
長
期
休
み
の
み
利
用

　
春
休
み（
４
月
）１
，５
０
０
円

　
夏
休
み（
７
月
）３
，０
０
０
円

　
夏
休
み（
８
月
）８
，０
０
０
円

　
冬
休
み
　
　
　
３
，０
０
０
円

　
春
休
み（
３
月
）１
，５
０
０
円

◆
傷
害
保
険
料

　
年
額
　
９
０
０
円

■
申
込
書
な
ど
の
配
布

期
間
　
11
月
１
日
㈬
か
ら

場
所
　�

こ
ど
も
未
来
課
、各
総
合
支
所

地
域
課
、各
児
童
ク
ラ
ブ

■
申
込
受
付

期
間
　
12
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

　
　�

　�

※
４
月
か
ら
通
年
利
用
を
希
望

の
方
は
こ
の
期
間
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

場
所
　�

本
庁
１
階
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
、

各
総
合
支
所
地
域
課

■
注
意
事
項

◆�

す
で
に
通
年
で
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、所
属
児
童
ク
ラ
ブ

で
も
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

◆�

申
込
み
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
の
受
入

れ
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
定
員

を
超
え
た
場
合
、優
先
順
位
の
高
い

方
か
ら
の
加
入
と
な
り
ま
す
。
ご
希

望
に
添
え
な
い
可
能
性
も
あ
る
こ
と

を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

◆�

受
付
に
は
、加
入
申
請
書
と
家
庭
の

状
況
に
応
じ
て
就
労
証
明
書
な
ど
が

必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
隣
地
か
ら
越
境
し
た
木
の

枝
に
関
し
て
は
、そ
の
所
有
者
に
お
願

い
を
し
て
枝
を
切
っ
て
も
ら
う
こ
と
し

か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
民
法
の
改
正
に
よ
り
、一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
に
は
、越
境
さ
れ
た
側

の
土
地
の
所
有
者
で
枝
を
切
り
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
越
境
さ
れ
た
枝
を
切
除
す
る
方
法

　
民
法
の
改
正
後
も
、原
則
と
し
て
、木

の
所
有
者
に
枝
を
切
る
よ
う
に
依
頼
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
依
頼
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
次
の
３

つ
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
、

越
境
さ
れ
た
側
の
土
地
の
所
有
者
で
枝

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

枝
を
切
る
よ
う
に
所
有
者
に
文
書
で

依
頼
を
し
た
が
、相
当
の
期
間（
約
２

週
間
）が
経
っ
て
も
切
っ
て
く
れ
な

い
場
合
。

②�

所
有
者
が
誰
な
の
か
、ど
こ
に
い
る

の
か
が
分
か
ら
な
い
場
合（
近
隣
へ

の
聞
き
取
り
や
不
動
産
登
記
簿
の
確

認
な
ど
で
し
っ
か
り
と
調
べ
て
み
て

も
分
か
ら
な
い
場
合
）。

③�

急
い
で
切
ら
な
い
と
危
険
な
場
合�

�（
台
風
な
ど
で
枝
が
折
れ
る
お
そ
れ

が
あ
っ
て
危
険
な
場
合
）。

■
切
除
に
か
か
る
費
用

　
越
境
し
た
枝
の
切
除
費
用
は
、基
本

的
に
は
木
の
所
有
者
に
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
切
除
し
た
枝
の
処
理

　
そ
の
所
有
権
は
切
り
取
っ
た
方
に
あ

り
、そ
の
枝
を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
切
除
作
業
の
際
の
隣
地
使
用

　
越
境
し
た
枝
を
切
り
取
る
た
め
に
必

要
な
範
囲
で
、隣
地
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

◆�

土
地
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
場

合
は
、越
境
の
有
無
自
体
が
争
い
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆�

越
境
部
分
の
枝
を
切
り
取
る
た
め
に

隣
地
に
立
ち
入
る
場
合
は
、そ
の
土

地
の
所
有
者
に
日
時
な
ど
を
連
絡
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
が
立

入
り
を
拒
否
す

る
場
合
は
、不

法
侵
入
に
な
る

可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

令
和
６
年
度
児
童
ク
ラ
ブ 

加
入
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

４
５
７
０
２
７
６
２
８

ID問
合
せ
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　（
T��23–

７
６
２
２
）

隣
地
か
ら
の
竹
木
の
枝
の 

切
除
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

４
４
５
３
６
８
６
７
０

ID問
合
せ
　
行
政
課

　
　
　（
T��23–

７
６
１
１
）
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ほのか情報　

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
内
の
小
規
模
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、事
業
者
が
実
施
す
る
省

エ
ネ
設
備
の
更
新
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
期
間

　
10
月
２
日
㈪
～
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
付
を
終
了

補
助
対
象
者

　
新
城
市
に
事
業
所
を
有
し
、常
時
使

用
す
る
従
業
員
が
、商
業・サ
ー
ビ
ス
業

（
宿
泊
業・娯
楽
業
を
除
く
）は
５
人
以
下
、

そ
の
他
業
種
は
20
人
以
下
の
小
規
模
事

業
者
、個
人
事
業
主
、そ
の
他
法
人（
公

共
法
人・任
意
団
体
は
除
く
）。

　
※�

農
業
・
林
業
事
業
者
、医
療
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　
市
内
事
業
所
の
既
存
の
空
調
設
備
、

照
明
設
備
な
ど
を
消
費
電
力
が
減
少
す

る
同
種
の
省
エ
ネ
設
備
へ
更
新
を
行
う

事
業
で
、次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
。

◆�

７
月
１
日
以
降
に
購
入
か
つ
設
置
し

た
新
品（
未
使
用
）の
対
象
省
エ
ネ
設

備
で
あ
る
こ
と
。

◆�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
へ
更
新
す
る
事
業

に
あ
っ
て
は
、蛍
光
灯
、白
熱
灯
な
ど

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
以
外
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
設
備
に
更
新
す
る
事
業
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、電
球
・
蛍
光
灯
の

み
の
更
新
は
除
く
。

◆�

国
、県
な
ど
か
ら
同
一
設
備
に
対
す

る
補
助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

る
事
業
で
な
い
こ
と
。

◆�
居
住
及
び
事
業
で
併
用
し
て
い
る
居

室
な
ど
の
設
備
の
更
新
を
目
的
と
し

た
事
業
で
な
い
こ
と
。

対
象
省
エ
ネ
設
備

　
空
調
設
備
、換
気
設
備
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

設
備
、給
湯
設
備
、冷
蔵
冷
凍
設
備

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
×
２
分
の
１

　�

※
限
度
額
は
１
補
助
対
象
者
に
つ
き

50
万
円
ま
で

　�

※
補
助
対
象
経
費
が
10
万
円
未
満
の

場
合
、対
象
外

　�

※
補
助
対
象
経
費
な
ど
の
詳
細
は�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
請
　�

交
付
申
請
書
な
ど
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

産
業
政
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
11
月
９
日
㈭
か
ら
11
月
15
日
㈬
ま
で

の
一
週
間
、全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
災
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
油

断
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、大
切
な

命
や
財
産
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
住
宅
用
火
災
警
報
器
や

住
宅
用
消
火
器
の
設
置
や
点
検
を
お
こ

な
い
、住
宅
の
防
火
対
策
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

　
火
災
で
発
生
し
た
煙
や
熱
を
感
知
し
、

警
報
音
や
音
声
で
火
災
の
発
生
を
知
ら

せ
、避
難
を
促
す
機
器
で
す
。

　
消
防
法
で
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

　
毎
年
、全
国
で
住
宅
火
災
に
よ
り

１
，０
０
０
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ
て�

い
ま
す
。

　
発
生
時
間
を
み
る
と
昼
間
と
比
べ
て

就
寝
時
間
帯
の
死
者
数
が
多
く
、死
亡

原
因
の
約
５
割
が
逃
げ
遅
れ
で
す
。
そ

の
た
め
、い
ち
早
く
火
災
に
気
づ
き
行

動
す
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

必
要
な
の
で
す
。

■
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

７
２
９
８
６
５
７
９
９

ID

　
管
内
の
小
学
生
高
学
年
及
び
中
学
生

を
対
象
に
募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

場
所
　�

道
の
駅
も
っ
く
る
新
城

そ
の
他�

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。ま
た
、入
賞
作
品
以
外

の
応
募
作
品
は
、入
賞
作
品
と

同
期
間
に
、新
城
市
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー
２
階
で
展
示
し
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
更
新
支
援
補
助
金

２
２
７
３
４
２
８
４
９

ID問
合
せ
　
産
業
政
策
課

　
　
　（
T��23–

７
６
３
４
）

秋
の
火
災
予
防
運
動 

「
火
を
消
し
て 

不
安
を
消
し
て 

つ
な
ぐ
未
来
」 

（
２
０
２
３
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

７
６
４
３
５
７
２
２
０

ID住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

３
１
２
４
２
０
８
０
０

ID住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

問
合
せ
　
予
防
課

　
　
　（
T��22–

４
８
０
２
）
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法
人
や
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る

場
合
、事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る

事
業
用
資
産（
構
築
物
や
機
械
、器
具
及

び
備
品
な
ど
）に
は
償
却
資
産
と
し
て

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
償
却
資
産
を
所
有
す
る
納
税
義
務
者

の
方（
昨
年
度
ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い

る
方
）へ
申
告
書
を
12
月
中
旬
頃
発
送

予
定
で
す
。

　
新
規
に
償
却
資
産
を
取
得
さ
れ
た
方

で
、申
告
書
が
必
要
な
場
合
は
税
務
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
書
提
出
期
間

　
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭
～
31
日
㈬

農業をしている方へ

　農業で使う資産のうち、償却資産に該当す
る次の資産は、毎年市に申告してください。
申告必要
ビニールハウス、加温機、循環扇、ヒートポンプ、
乾燥機、家畜用設備、サイロ、その他農業用設備・
機械など
申告不要
◆�軽トラックやトラクター、コンバイン、田
植機など小型特殊自動車に該当する車両
◆�家屋として評価される倉庫、畜舎、ガラス
温室、生物（牛・果樹）など

太陽光発電設備を所有する方へ

　次のいずれかに該当する方は申告が必要です。
◆�発電出力が10㌗以上の太陽光発電設備を
所有する個人の方
◆�太陽光発電設備を所有する法人及び個人事
業主の方
※�課税標準の特例があります。詳しくは市ホー
ムページをご覧ください。

　
受
験
を
希
望
す
る
方
は
、10
月
23
日
㈪

か
ら
11
月
２
日
㈭
ま
で
に
申
込
書
を
秘

書
人
事
課
人
事
係（
本
庁
舎
４
階
）へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
項
と
申
込
書
は
秘
書
人
事
課

人
事
係
、市
役
所
総
合
案
内（
本
庁
舎
１

階
）、各
総
合
支
所
地
域
課
、新
城
ま
ち

な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
、新
城
図
書
館
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
採
用
試
験

試
験
日�

　
11
月
18
日
㈯

場
所
　
市
役
所
４
階
会
議
室

内
容
　�

総
合
基
礎
能
力
試
験
、

　
　
　
作
文
試
験
、適
性
検
査

令
和
６
年
４
月
採
用 

新
城
市
職
員
募
集

償
却
資
産
の
申
告
を 

お
願
い
し
ま
す９

４
５
７
２
２
９
３
６

ID問
合
せ
　
税
務
課

　
　
　（
T��23–

７
６
１
５
）

６
７
３
６
８
８
３
２
９

ID問
合
せ
　
秘
書
人
事
課（
T��23–

７
６
１
９
）

試験区分 募集職種 人数 受験資格（年齢・学歴・免許など）

民間企業等
経験者

一般行政職
（事務）

5名

令和5年4月末までに民間企
業等における職務経験が5年
以上あり、採用後その経験が
生かせる方 昭和59年

4月2日から
平成7年4月
1日までに
生まれた方一般行政職

（技師）

令和5年4月末までに民間企業
等における土木に関する職務
経験が5年以上ある方で、次の
資格を有し、採用後その経験
が生かせる方
土木施工管理技士（1級又は�
2級）

大卒・短大卒

保育士・
幼稚園教諭 5名

保育士及び幼稚園教諭の両
方の資格・免許を有する方、
または令和6年3月末までに
取得見込みの方

平成7年4月
2日以降に
生まれた方

実務経験者

保育士及び幼稚園教諭の両
方の資格・免許を有し、令和
6年3月末までに実務経験が
3年以上あり、その知識経験
を活かしてクラスを受け持
つことができる方

昭和43年
4月2日以降
に生まれた
方

実務経験者 助産師 1名

助産師の免許を有する方で
令和6年3月末までに助産師
としての実務経験が3年以
上ある方
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催
し
・
行
事

鳳
来
寺
山
も
み
じ
ま
つ
り

９
２
３
０
４
６
５
０
０

ID

　
11
月
１
日
か
ら
12
月
３
日
ま

で
、
も
み
じ
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
。
期
間
中
は
鳳
来
寺
山
一

帯
の
紅
葉
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

日
時
　
11
月
23
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
　
鳳
来
寺
山
一
帯

内
容
　
物
産
展
、
太
鼓
演
舞

な
ど
。
旧
門
谷
小
学
校

で
は
写
真
展
が
行
わ
れ

ま
す
。

そ
の
他
　
23
日
は
、
鳳
来
寺
山

表
参
道
で
交
通
規
制
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
市
観
光
協
会

（
ＴＥＬ
29
‐
０
８
２
９
）

秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

７
２
４
６
８
１
７
０
２

ID

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の

特
売
、
鹿
の
角
わ
な
げ
、
宝
石

探
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
23
日
㈭
、
26
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博

物
館

問
合
せ
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学

博
物
館

（
ＴＥＬ
35
‐
１
０
０
１
）

新
城
市
人
権
・

男
女
共
同
参
画
講
演
会

４
６
３
７
６
０
９
６
３

ID

　
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

史
上
初
の
女
性
審
判
員
に
選
出

さ
れ
た
山
下
良
美
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
サ
ッ
カ
ー
人
生
を
通

し
た
視
点
か
ら
、
人
権
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
女
性
活
躍
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
ご
自
身
の
経
験

を
も
と
に
し
た
講
演
会
で
す
。

　
山
下
良
美
さ
ん
の
お
母
さ
ん

の
実
家
が
本
市
大
野
に
あ
り
、

幼
少
期
に
は
よ
く
遊
び
に
来
て

い
た
そ
う
で
す
。

日
時
　
11
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
　
東
郷
中
学
校
　
体
育
館

講
師
　
Ｊ
Ｆ
Ａ
所
属
サ
ッ
カ
ー

審
判
員 

山や
ま
し
た下
良よ
し
み美
氏

定
員
　
４
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
　
無
料

※
申
込
者
へ
後
日
郵
送

す
る
入
場
券
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
10
月
18
日
㈬
か
ら

受
付
け
ま
す
。申
込
フ
ォ

ー
ム
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲申込フォーム

そ
の
他
　
託
児
あ
り
（
先
着
）

問
合
せ
　
市
民
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
８
）

ｉ
Ｒ
Ｃ 

Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ｅ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
　

２
０
２
３３

６
８
２
５
３
９
４
９

ID

　
東
郷
ケ
ッ
タ
ー
パ
ー
ク
で
、

シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
レ
ー
ス
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
レ
ー
ス
だ
け
で
は
な

く
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど
も
行
い
ま

す
。
年
齢
、
性
別
問
わ
ず
多
く

の
方
が
楽
し
め
る
大
会
で
す
。

日
時
　
12
月
３
日
㈰

午
前
７
時
～
午
後
６
時

場
所
　
東
郷
ケ
ッ
タ
ー
パ
ー
ク
、

新
東
工
業
新
城
事
業
所

■
小
学
生
レ
ー
ス

　
小
学
生
対
象
の
レ
ー
ス
は
学

年
に
応
じ
て
ク
ラ
ス
分
け
さ
れ

て
い
ま
す
。

申
込
　
10
月
30
日
㈪
～
11
月

27
日
㈪

参
加
費
　
市
内
小
学
生
無
料

申
込
　
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲申込フォーム

問
合
せ
　
観
光
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
１
３
）

お知らせ
Information

催
し・行
事

募

　集

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

お知らせ
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第
三
十
四
回
新
城
歌
舞
伎

２
３
９
３
５
０
１
５
６

ID

　
初
公
開
作
品
「
野
田
城
の
戦

い
」（
第
一
幕
）、
市
内
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
感
動
の
熱
演

「
弁
天
娘
女
男
白
浪
」（
第
二
幕
）

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～

（
開
場
午
後
１
時
）

場
所
　
新
城
文
化
会
館
　

大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
　
一
般
７
０
０
円

（
全
席
自
由
）

高
校
生
以
下
無
料

チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法

　
新
城
文
化
会
館
、
新
城
文
化

会
館
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
、
ピ
ア
ゴ
新
城
店
で

購
入
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他

　
詳
し
く
は
、
新
城
文
化
会
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
生
涯
共
育
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
９
）

新
城
寄
席
　
桂
文
珍
　

春
風
亭
小
朝
　
東
西
名
人
会

７
９
８
７
９
３
４
０
７

ID

　
東
西
落
語
界
の
大
御
所
二
人

が
新
城
に
や
っ
て
き
ま
す
。

日
時
　
令
和
６
年
２
月
17
日
㈯

午
後
２
時
～
（
開
場
午

後
１
時
30
分
）

場
所
　
新
城
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
　
一
般
前
売

４
，
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）

■
市
民
先
行
販
売

　
11
月
３
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
新

城
文
化
会
館
窓
口
で
販
売
し
ま
す
。

（
新
城
文
化
会
館
電
話
申
込
み
は

４
日
㈯
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

■
一
般
販
売

　
11
月
11
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

新
城
文
化
会
館
、
新
城
文
化
会

館
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
、
ピ
ア
ゴ
新
城
店
で
購
入

が
で
き
ま
す
。

そ
の
他

　
詳
し
く
は
、
新
城
文
化
会
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
生
涯
共
育
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
９
）

特
別
展
「
博
物
館
60
年
の
軌
跡
」

３
３
６
２
２
９
３
６
６

ID

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

の
歩
ん
で
き
た
60
年
間
の
歴
史

を
振
り
返
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
19
日
㈰
～
３
月
31
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
火
曜
日
休
館
）

場
所
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博

物
館

料
金
　
大
人
　
　
２
２
０
円

小
中
学
生
１
０
０
円

　
ほ
の
国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト

提
示
で
入
館
料
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学

博
物
館

（
ＴＥＬ
35
‐
１
０
０
１
）

野
外
学
習
会
「
低
山
の
秋
を
楽
む
」

７
２
４
６
８
１
７
０
２

ID

　
作
手
の
文
殊
山
に
登
り
、
秋

の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
12
日
㈰
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所
　
作
手
総
合
支
所

講
師
　
岡お

か
だ田
慶よ
し
の
り範
氏

定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

費
用
　
大
人
３
０
０
円

小
人
２
０
０
円

申
込
　
10
月
25
日
㈬
午
前
９
時

30
分
か
ら
11
月
８
日
㈬

午
後
４
時
30
分
ま
で
に

申
込
フ
ォ
ー
ム
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲申込フォーム

問
合
せ
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学

博
物
館

（
ＴＥＬ
35
‐
１
０
０
１
）

新
規
就
農
希
望
者
向
け

い
ち
ご
栽
培
現
地
説
明
会

８
２
７
１
５
１
６
９
７

ID

　
い
ち
ご
の
栽
培
施
設
見
学
が

で
き
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
11
日
㈯

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所
　
愛
知
東
農
業
協
同
組
合
　

新
城
営
農
セ
ン
タ
ー

対
象
　
46
歳
以
下
で
新
規
就
農

す
る
こ
と
に
興
味
が
あ

る
方

費
用
　
無
料

申
込
　
11
月
６
日
㈪
ま
で
に
電

話
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
メ
ー
ル(s.koyo-

sozo@
them

is.ocn.
ne.jp)

で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▲申込フォーム

問
合
せ
　
新
城
市
雇
用
創
造
協

議
会

（
ＴＥＬ
22
‐
９
１
６
０
）

農
業
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
２
）

催
し・行
事

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募

　集

お知らせ
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催
し・行
事

募

　集

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

し
ん
し
ろ
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
家
族
・
地
域
で

取
り
組
む
は
じ
め
て
の
介
護
」

５
８
２
８
１
９
４
５
４

ID

　
自
分
や
家
族
が
倒
れ
た
時
、

家
事
で
困
り
ま
せ
ん
か
？
本
当

は
利
用
で
き
る
制
度
を
見
過
ご

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
介
護
な

ど
を
し
て
友
達
と
遊
ぶ
時
間
が

減
っ
て
い
る
子
ど
も
は
ま
わ
り

に
い
ま
せ
ん
か
？

　
今
は
ま
だ
不
要
か
も
し
れ
な

い
け
ど
。
介
護
保
険
制
度
の
利

用
方
法
や
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
か
、
普
段
か
ら
取
り
組
ん

で
お
く
と
い
い
こ
と
な
ど
、困
っ

た
時
に
役
に
立
つ
こ
と
を
学
び
、

一
緒
に
話
し
ま
し
ょ
う
！

日
に
ち
／
場
所

　

♦
11
月
25
日
㈯
作
手
交
流
館

♦
12
月
16
日
㈯
市
役
所
４
階

♦
１
月
13
日
㈯
市
民
セ
ン
タ
ー

ほ
う
ら
い（
鳳
来
総
合
支
所
横
）

※
各
回
、
同
じ
内
容
を
行
い
ま
す
。

時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

定
員
　
各
回
約
20
人（
先
着
順
）

内
容
　
介
護
が
現
場
を
よ
く

知
っ
て
い
る
新
城
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
「
介
護
あ

る
あ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」、

グ
ル
ー
プ
フ
リ
ー

ト
ー
ク
な
ど

申
込
　
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▲申込フォーム

問
合
せ
　
市
民
自
治
推
進
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
９
７
）

普
通
救
命
講
習
会

２
９
７
４
６
１
０
５
１

ID

　
一
人
で
も
多
く
の
尊
い
命
を

救
う
た
め
消
防
署
で
は
救
命
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
26
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

場
所
　
鳳
来
出
張
所

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人

に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

止
血
法
、
異
物
除
去
法

な
ど
を
実
施

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

料
金
　
無
料

申
込
　
11
月
23
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
出
動
な
ど
で
不

在
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

問
合
せ
　
鳳
来
出
張
所

（
ＴＥＬ
32
‐
２
８
８
８
）

認
知
症
家
族
の
交
流
会

６
９
４
７
１
５
２
５
３

ID

日
時
　
11
月
９
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

場
所
　
新
城
文
化
会
館

３
０
４
会
議
室

内
容
　
認
知
症
家
族
介
護
の
経

験
者
を
交
え
て
の
家
族

同
士
の
情
報
交
換
や
交

流

費
用
　
１
０
０
円

内
容

　「認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
愛
知
県
支
部
」（
認

知
症
家
族
介
護
の
経
験

者
）
を
交
え
て
の
家
族

同
士
の
情
報
交
換
や
交

流
。

そ
の
他
　
予
約
は
不
要
で
す
。

認
知
症
の
方
本
人
と
ご

一
緒
に
参
加
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
高

齢
者
支
援
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
８
８
）

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま
す

３
６
９
１
５
４
１
８
４

ID

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操

作
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

費
用
　
無
料

持
ち
物
　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン(

契
約
携
帯
会

社
は
問
い
ま
せ
ん)

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
貸
出
し

も
可
能
で
す
。

■
高
齢
者
向
け

定
員
　
各
回
８
人

申
込
　
新
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
23
‐

５
６
６
６
）
に
電
話
で

申
込
み

日時 場所 対象
11月6日㈪
9:30～11:45

シルバー人材センター
（いきいきライフの館）初めてスマホを

使う方11月9日㈭
9:30～11:45 市民センターほうらい

12月7日㈭
9:30～11:45

シルバー人材センター
（いきいきライフの館） 普段スマホを

使っている方12月10日㈰
9:30～11:45

シルバー人材センター
（いきいきライフの館）

日
時
　
11
月
11
日
㈯

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所
　
愛
知
東
農
業
協
同
組
合
　

新
城
営
農
セ
ン
タ
ー

対
象
　
46
歳
以
下
で
新
規
就
農

す
る
こ
と
に
興
味
が
あ

る
方

費
用
　
無
料

申
込
　
11
月
６
日
㈪
ま
で
に
電

話
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
メ
ー
ル(s.koyo-

sozo@
them

is.ocn.
ne.jp)

で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▲申込フォーム

問
合
せ
　
新
城
市
雇
用
創
造
協

議
会

（
ＴＥＬ
22
‐
９
１
６
０
）

農
業
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
２
）

■
誰
で
も

定
員
　
各
回
５
人

場
所
　
新
城
文
化
会
館

１
０
３
会
議
室

申
込
　
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
新
城

（
ＴＥＬ
23
‐
８
５
５
５
）

に
電
話
で
申
込
み

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

11月8日㈬ 11月22日㈬

①10:00～11:00 入門編

②11:30～12:30 活用編

③14:00～15:00 入門編

④15:30～16:30 活用編

内
容
　（
入
門
編
）
電
話
、
文

字
入
力
、
メ
ー
ル

（
活
用
編
）
写
真/

動

画
、
地
図
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
、
ア
プ

リ
を
楽
し
も
う

問
合
せ
　
情
報
政
策
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
１
２
）
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し
ん
し
ろ
共
育
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

９
２
０
１
３
５
１
３
５

ID

　
市
内
に
あ
る
共
育
施
設
を

巡
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
期
間
内

に
施
設
内
に
設
置
し
て
あ
る
ス

タ
ン
プ
を
３
つ
ま
た
は
７
つ
集

め
る
と
共
育
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

３
つ
目
と
７
つ
目
の
ス
タ
ン
プ

設
置
場
所
で
贈
呈
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

設
置
場
所
　
設
楽
原
歴
史
資
料

館
、
長
篠
城
址
史
跡
保
存

館
、
鳳
来
寺
山
自
然
科
学

博
物
館
、
作
手
歴
史
民
俗

資
料
館
、
新
城
図
書
館
、

作
手
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
青
年
の
家

そ
の
他
　
各
施
設
の
休
館
日
に

ス
タ
ン
プ
を
捺
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

（
ＴＥＬ
22
‐
０
６
７
３
）

観み
に
来こ
ん
か
ん館

11
月
の
展
示

鳳
来
寺
山
を
訪
れ
た
歴
史
に

残
る
人
々
展

５
２
２
５
１
９
０
９
４

ID

　
鳳
来
寺
山
に
は
、
数
多
く
の

武
将
や
文
化
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
鳳
来
寺
山
歴
史
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
が
来
山
者

向
け
に
作
成
し
た
そ
れ
ら
の
資

料
や
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
１
日
㈬
～
29
日
㈬

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　（
火
曜
日
休
館
）

場
所
　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　

表
参
道
入
口
）

■
出
展
者
募
集

　
　
　
出
展
料
は
無
料
。
鳳
来

寺
山
や
奥
三
河
地
区
を

題
材
と
し
た
作
品
出
展

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
鳳
来
地
域
課

　
　
　（
ＴＥＬ
22
‐
９
９
３
３
）

募 

集
企
業
紹
介
冊
子

「
Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｉ
ｅ
」
へ
の

掲
載
企
業
の
募
集

５
８
３
４
９
８
９
９
６

ID

　
学
生
へ
の
企
業
紹
介
冊
子

「
Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｉ
ｅ
」を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。

　
企
業
紹
介
に
加
え
、
市
内
各

学
校
の
工
場
見
学
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

掲
載
条
件
　
高
卒
、
大
卒
、
中

途
の
い
ず
れ
か
で
採
用

を
行
っ
て
い
る
市
内
事

業
者
。
も
し
く
は
、
事

業
所
見
学
や
出
前
講
座
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
の
受
入
れ
が
可
能
な

市
内
事
業
者
。

申
込
期
限
　
11
月
15
日
㈬

申
込
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
ご
確
認
の
上
、

申
込
フ
ォ
ー
ム
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲申込フォーム

問
合
せ
　
産
業
政
策
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
４
）

青
年
の
家
写
生
大
会

２
２
６
１
６
２
５
６
４

ID

　
青
年
の
家
の
施
設
や
周
辺
の

風
景
を
描
い
た
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

期
間
　
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

対
象
　
ど
な
た
で
も

費
用
　
無
料

申
込
　
青
年
の
家
の
事
務
室
で

専
用
画
用
紙
の
配
布
と

作
品
の
受
付
を
し
ま
す
。

期
間
内
に
作
品
を
完
成

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
他
　
・
使
用
す
る
画
材
の

種
類
は
自
由
で
す
。

・
作
品
提
出
時
に
参
加
賞

を
お
渡
し
し
ま
す
。

（
先
着
順
）

・
提
出
い
た
だ
い
た
作

品
は
審
査
し
、
入
賞
作

品
を
１
月
頃
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま

す
。

　
　
　
・
入
賞
作
品
決
定
後
、

作
品
は
施
設
内
で
展
示

し
ま
す
。

問
合
せ
　
生
涯
共
育
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
９
）

催
し・行
事

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募

　集

お知らせ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告



15 広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

  2023.11

ほ
っ
こ
り
似
顔
絵
入
門

５
５
１
２
８
６
９
２
５

ID

　
家
族
や
大
切
な
人
へ
、
似
顔

絵
の
絵
手
紙
を
描
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

日
時
　
12
月
９
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

場
所
　
西
部
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
生
以

上
の
方

講
師
　
吉よ

し
く
ら倉
章あ
き
雄お

氏

定
員
　
10
人
（
抽
選
）

費
用
　
２
０
０
円

申
込
　
11
月
24
日
㈮
ま
で
に
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▲申込フォーム

持
ち
物
　
水
彩
セ
ッ
ト
（
絵
の

具
、
筆
、
筆
洗
い
等
）、

筆
記
用
具
（
２
Ｂ
以

上
）
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
描
き
た
い
人
の

写
真
（
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
画
像
可
）

そ
の
他
　
描
く
対
象
は
人
物
の

み
と
な
り
ま
す
。
申
込

み
が
５
人
に
満
た
な
い

場
合
は
開
催
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
生
涯
共
育
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
９
）

こ
ど
も
園
会
計
年
度
任
用

職
員
等
の
募
集

　
市
内
の
こ
ど
も
園
ま
た
は
児

童
ク
ラ
ブ
で
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
け

る
方
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

♦
保
育
士
（
保
育
士
資
格
、
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
所
有
す
る
方
）

♦
こ
ど
も
園
調
理
員
（
調
理
師

免
許
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

♦
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
（
保
育

士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
、
教

育
免
許
な
ど
を
所
有
す
る
方
、

ま
た
は
意
欲
の
あ
る
方
）

問
合
せ
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
２
）

市
内
小
・
中
学
校
調
理
員
の
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
調
理
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象
者
　
明
る
く
前
向
き

に
業
務
に
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
方
（
年
齢
・

経
験
不
問
）

業
務
内
容
　
調
理
、
配
膳
、
食

器
洗
浄
な
ど

勤
務
時
間
　
７
時
間
／
日

週
５
日

問
合
せ
　
教
育
総
務
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
３
）

市
内
小
・
中
学
校
に

勤
務
す
る
講
師
を
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
、
中
学
校
で
講
師
と
し
て
勤

務
し
た
い
方
の
登
録
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
講
師
登
録
が
で
き
る
方
は
、

小
学
校
教
員
免
許
ま
た
は
中
学

校
教
員
免
許
を
所
有
す
る
方
で

す
。

　
ま
ず
は
、
講
師
登
録
エ
ン
ト

リ
ー
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▲エントリーフォーム

問
合
せ
　
学
校
教
育
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
０
７)

対
象
　
ど
な
た
で
も

費
用
　
無
料

申
込
　
青
年
の
家
の
事
務
室
で

専
用
画
用
紙
の
配
布
と

作
品
の
受
付
を
し
ま
す
。

期
間
内
に
作
品
を
完
成

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
他
　
・
使
用
す
る
画
材
の

種
類
は
自
由
で
す
。

・
作
品
提
出
時
に
参
加
賞

を
お
渡
し
し
ま
す
。

（
先
着
順
）

・
提
出
い
た
だ
い
た
作

品
は
審
査
し
、
入
賞
作

品
を
１
月
頃
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま

す
。

　
　
　
・
入
賞
作
品
決
定
後
、

作
品
は
施
設
内
で
展
示

し
ま
す
。

問
合
せ
　
生
涯
共
育
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
９
）

そ
の
ほ
か

支
所
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
受
け
取
り
可
能
日

４
８
８
７
０
７
２
９
４

ID

■
鳳
来
総
合
支
所

　

11
月
８
日
㈬
、
22
日
㈬

■
作
手
総
合
支
所
　

11
月
２
日
㈭
、
16
日
㈭

申
込
　
前
日
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
予
約

問
合
せ
　
市
民
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
８
）

放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
11
月
は
、
県
下
で
「
放
置
自

転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
は
、

防
災
や
都
市
景
観
な
ど
の
面
か

ら
も
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
放
置
自
転
車
を
減
少
さ

せ
て
、
自
転
車
利
用
環
境
の
向

上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
行
政
課
　

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
１
１
）

催
し・行
事

募

　集

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

詳細は新城文化会館 0536-23-2122 へ

1月21日（日）
2月17日（土）

よしもと漫才 のりおよしお主義 in 新城 新城寄席 桂文珍・春風亭小朝 東西名人会

新城市出身
マヂカルラブリー村上も
登場！その他出演者
お問合せください。

東西落語界の大御所二人！
お見逃しなく！！

大ホール 開演 13：30
全席指定 4,000円

大ホール 開演 14：00
全席指定 4,000円

市民先行販売 11月  3日（金）10時
一般発売　　 11月11日（土）10時好評発売中！

広
告
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催
し・行
事

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募

　集

お知らせ

障
害
者
控
除
認
定
証
の
送
付

２
７
９
５
５
８
９
２
３

ID

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
無

い
方
で
も
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
障
害

者
控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
障
害
者
控
除
の
認

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
対

し
、
今
年
度
か
ら
、
認
定
証
を

送
付
し
ま
す
。

送
付
日
　
令
和
６
年
１
月
下
旬

要
件
　
①
令
和
５
年
12
月
31
日

時
点
で
要
介
護
認
定

（
要
介
護
１
以
上
）
を

受
け
て
い
る
65
歳
以
上

の
方
　

　
　
　
②
要
介
護
認
定
が
要
介

護
１
以
上
で
一
定
基
準

を
満
た
す
方

そ
の
他
　
送
付
日
前
に
認
定
証

が
必
要
な
場
合
は
高
齢

者
支
援
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
へ
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
８
８
）

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
登
録

５
５
３
１
２
４
９
２
０

ID

　
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
、
自

分
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、

支
援
が
必
要
な
方
は
災
害
時
要

援
護
者
と
し
て
、
登
録
申
請
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
申
請
に
基
づ
き
、

支
援
に
必
要
な
情
報
を
記
載
し

た
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
を
作

成
し
ま
す
。
名
簿
は
、
行
政
区
、

民
生
委
員
、
消
防
団
各
班
等
へ

配
付
し
、
災
害
時
の
円
滑
な
支

援
活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
活
用
し
ま
す
。

　
申
請
は
、
福
祉
課
で
受
付
け

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
既
に
申
請
手
続
き
を
さ
れ
て

い
る
方
で
、
登
録
の
内
容
（
必

要
な
支
援
の
内
容
、
ご
家
族
の

連
絡
先
な
ど
）
が
変
わ
っ
た
方
、

入
院
や
入
所
を
さ
れ
た
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
福
祉
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
４
）

適
切
な
生
活
排
水
対
策
を

お
願
い
し
ま
す

　
生
活
排
水
対
策
は
、
一
人
一

人
の
取
組
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

水
環
境
に
優
し
い
取
組
を
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
身
近
な
生
活
排
水
対
策

♦
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
減

ら
す

♦
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り

ネ
ッ
ト
で
汚
れ
を
取
り
除
く

♦
廃
食
用
油
回
収
を
利
用
す
る

♦
食
器
や
鍋
は
目
立
つ
汚
れ
を

新
聞
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ

て
か
ら
洗
う

♦
洗
剤
は
適
量
を
使
う

■
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理

　
浄
化
槽
を
管
理
す
る
方
は
、

法
令
に
よ
り「
保
守
点
検
」「
清

掃
」
を
実
施
し
、「
法
定
検
査
」

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し
、

大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
法
定
検
査
申
込
先

　
一
般
社
団
法
人
中
部
微
生
物

研
究
所
（
ＴＥＬ
０
５
３
３
‐
76
‐

２
２
２
８
）

問
合
せ
　
生
活
環
境
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
９
）

地域意見交換会のテーマが決まりました
４６０３５６９１８ID

地域自治区名 テーマ
舟着地域自治区 ・フリーテーマ※

東郷地域自治区 ・新城東高等学校跡地活用
・休耕地の活用　など

千郷地域自治区 ・フリーテーマ※

新城地域自治区 ・新城市民病院の今後
・栄町線の進捗状況　など

鳳来中部地域自治区 ・フリーテーマ※

鳳来東部地域自治区 ・フリーテーマ※

鳳来北西部地域自治区 ・フリーテーマ※

八名地域自治区 ・災害対策　・市道整備
・スマートインター関連　など

作手地域自治区 調整中

鳳来南部地域自治区 ・フリーテーマ※
※フリーテーマとは、題目を設定しない意見交換です。

日時と場所は広報ほのか１０月号または市ホームページで
ご確認ください。
問合せ　秘書人事課　　電話　23- ７６１８

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告
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催
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そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
校
給
食
費
な
ど
の
補
助

１
０
５
１
９
４
９
５
０

ID

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格

な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
子
育
て
世
代
が
抱
え
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

学
校
給
食
費
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者

①
市
内
小
中
学
校
に
通
学
し
て

い
る
児
童
生
徒

②
保
護
者
が
市
内
に
住
所
を
有

し
、
市
外
の
学
校
に
通
学

し
て
い
る
児
童
生
徒

補
助
対
象
期
間
　

　
10
月
１
日
か
ら
給
食
等
実
施

終
了
日
ま
で

補
助
金
額
（
上
限
）

　（
１
食
あ
た
り
60
円
）×（
給

食
等
実
施
日
数
）

申
請
方
法

♦
補
助
対
象
者
①
の
方

　
申
請
は
不
要
で
す
。
各
学
校

が
申
請
し
、
各
学
校
へ
振
込
み

ま
す
。

♦
補
助
対
象
者
②
の
方

　
申
請
が
必
要
で
す
。
教
育
総

務
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
合
せ
　
教
育
総
務
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
３
）

緊
急
地
震
速
報
訓
練

　
緊
急
地
震
速
報
を
聞
い
た
際

に
、
自
主
的
に
身
を
守
る
行
動

を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
訓

練
で
す
。

　
訓
練
放
送
は
、
防
災
行
政
無

線
戸
別
受
信
機
や
屋
外
拡
声
子

局
か
ら
最
大
音
量
で
流
れ
ま
す
。

日
時
　
11
月
２
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
頃
か
ら

問
合
せ
　
防
災
対
策
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
６
０
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
緊
急
時
に
住
民
の
方
へ
迅
速

か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
が
行
え

る
よ
う
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
試
験
放
送
は
、
防
災
行
政
無

線
戸
別
受
信
機
や
屋
外
拡
声
子

局
か
ら
最
大
音
量
で
流
れ
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈬

　
　
　
午
前
11
時
頃
か
ら

問
合
せ
　
防
災
対
策
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
６
０
）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の

老
後
所
得
の
充
実
を
図
る
た
め

の
公
的
年
金
制
度
で
、
少
子
高

齢
化
に
強
い
積
立
方
式
・
確
定

拠
出
型
で
す
。

　
農
業
者
の
方
で
次
の
要
件
を

満
た
す
方
で
あ
れ
ば
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

♦
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方

♦
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
免
除
者
を
除
く
）

♦
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

申
込
　
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口

問
合
せ
　
農
業
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
２
）

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

も
し
か
し
て
？ 

た
め
ら
わ
な
い
で
！

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

８
０
４
３
４
７
４
２
４

ID

　
虐
待
か
も
と
思
っ
た
時
な
ど

に
、
す
ぐ
に
児
童
相
談
所
に
通

告
、
相
談
が
で
き
る
全
国
共
通

の
電
話
番
号
で
す
。
お
近
く
の

児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

通
告
、
相
談
は
匿
名
で
行
う
こ

と
も
で
き
、
通
告
、
相
談
を
し

適
切
な
生
活
排
水
対
策
を

お
願
い
し
ま
す

　
生
活
排
水
対
策
は
、
一
人
一

人
の
取
組
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

水
環
境
に
優
し
い
取
組
を
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
身
近
な
生
活
排
水
対
策

♦
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
減

ら
す

♦
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り

ネ
ッ
ト
で
汚
れ
を
取
り
除
く

♦
廃
食
用
油
回
収
を
利
用
す
る

♦
食
器
や
鍋
は
目
立
つ
汚
れ
を

新
聞
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ

て
か
ら
洗
う

♦
洗
剤
は
適
量
を
使
う

■
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理

　
浄
化
槽
を
管
理
す
る
方
は
、

法
令
に
よ
り「
保
守
点
検
」「
清

掃
」
を
実
施
し
、「
法
定
検
査
」

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し
、

大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
法
定
検
査
申
込
先

　
一
般
社
団
法
人
中
部
微
生
物

研
究
所
（
ＴＥＬ
０
５
３
３
‐
76
‐

２
２
２
８
）

問
合
せ
　
生
活
環
境
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
９
）

た
人
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

にお電話
189

お近くの
児童相談所

専門家が
対応いたします。

あの子、もしかしたら
虐待を受けて
いるのかしら…

子育てが辛くて
つい子どもに
あたってしまう…

近くに子育てに
悩んでいる
人がいる…

電
話
番
号
　
１
８
９

問
合
せ
　
児
童
養
育
支
援
室

　
　
　（
ＴＥＬ
22
‐
９
９
１
８
）

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告
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全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
ま
せ
ん
か

　
全
国
農
業
新
聞
は
農
業
委
員

会
組
織
が
発
行
す
る
農
業
総
合

専
門
紙
で
す
。

　
分
か
り
や
す
い
農
業
や
農
政

の
開
設
、
地
域
の
暮
ら
し
と
話

題
が
満
載
で
す
。

発
行
日
　
毎
週
金
曜
日（
月
４
回
）

購
読
料
　
月
額
７
０
０
円

（
送
料
、
税
込
）

申
込
　
新
城
市
農
業
委
員
会
事

務
局
（
農
業
課
内
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
農
業
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
２
）

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く

　
個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の

納
期
限
は
11
月
30
日
㈭
で
す
。

第
二
期
分
の
納
付
書
は
、
８
月

に
お
送
り
し
た
納
税
通
知
書
に

同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
金

融
機
関
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
納
付
書
を
紛
失

さ
れ
た
方
は
県
税
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
東
三
河
県
税
事
務
所

（
ＴＥＬ
０
５
３
２
‐
35
‐

６
１
２
７
）

第
12
回
大
島
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク

　
豊
川
用
水
の
水
が
め
「
大
島

ダ
ム
」
の
周
辺
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
５
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
半

場
所
　
大
島
ダ
ム
周
辺

集
合
　
鳳
来
東
小
学
校

対
象
　
約
6.3 

km
（
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
）
ま
た
は
、
約

9.3 
km
（
健
脚
コ
ー
ス
）

を
歩
け
る
方
（
小
学
生

以
下
は
大
人
同
伴
）

費
用
　
無
料

申
込
　
不
要
（
自
由
参
加
）

そ
の
他
　
天
候
等
に
よ
り
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

中
止
の
場
合
は
、
豊
川
用

水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
　
企
画
調
整
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
０
）

豊
川
用
水
総
合
事
業
部
　

総
務
課

（
ＴＥＬ
０
５
３
２
‐
54
‐

６
５
０
１
）

２
０
２
３
し
ん
し
ろ
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、

木
工
・
手
芸
・
し
め
縄
な
ど
の

展
示
即
売
・
体
験
、
農
産
物
販

売
、
こ
ど
も
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、

も
ち
投
げ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
４
日
㈯
午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時

問
合
せ
　
新
城
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

（
ＴＥＬ
23
‐
５
６
６
６
）

愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

　
あ
い
ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
協
議
会
で
は
、

11
月
第
３
水
曜
日
を
「
愛
知
県

内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
と
し

て
定
め
、
働
き
方
を
見
直
す
契

機
と
な
る
よ
う
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
11
月
15
日
㈬
は
、
効
率
的
に

仕
事
を
進
め
定
時
に
退
社
し
、

趣
味
や
家
族
と
の
団
ら
ん
等
の

時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
県
労
働
福
祉
課

（
ＴＥＬ
０
５
２
‐
９
５
４

‐
６
３
６
０
）

新
城
警
察
署
だ
よ
り

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は
、

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、

命
を
奪
わ
れ
る
、
け
が
を
す
る
な

ど
の
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
は
な

く
、
眠
れ
な
い
、
何
も
す
る
気
が

起
き
な
い
な
ど
、
心
身
の
不
調
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
は
、
い
つ
誰
の
身

に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

私
達
一
人
一
人
が
思
い
や
り
の

心
を
持
っ
て
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
に
接
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
、

少
し
で
も
早
く
立
ち
直
り
、
平

穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
こ
こ

ろ
の
悩
み
相
談

（
ＴＥＬ
０
５
２
‐
９
５
４
‐
８
８
９
７
）

問
合
せ
　
新
城
警
察
署

（
ＴＥＬ
22
‐
０
１
１
０
）

広
告

広
告
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令和 4年度に募集した共育川柳を紹介します

時間はね すぐにきえちゃう たいせつに
佐藤　純々花さん
さとう すずか

ハローワーク新城（℡ 22-1160）

事業主の皆さまへ…
11 月は「労働保険未手続事業一掃強化期間」
です。

　労働保険とは労災保険と雇用保険とを総
称した名称です。労働保険は労働者（パー
トタイマー・アルバイト含む ) を一人でも
雇えば、業種・規模を問わず労働保険の適
用となり、事業主は、加入手続きを行わな
ければなりません。（農林水産の一部の事
業は除きます。）
　なお、雇用保険に加入できる方は、週 20
時間以上の雇用、かつ、31 日以上の雇用契
約が必要です。

「
人
権
を
理
解
す
る
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
」
募
集
に
つ
い
て

　
次
代
を
担
う
小
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
に
人
権
尊
重
の
重
要
性
、
必

要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
の

人
権
課
題
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び

作
製
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
名
古
屋
法
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
10
月
16
日
㈪
～
12

月
８
日
㈮

問
合
せ 

名
古
屋
法
務
局
新
城

支
局
（
ＴＥＬ
０
５
３
６
‐

22
‐
０
４
３
７
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　
愛
知
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
教
室
に
、
新

城
保
健
所
で
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
名

古
屋
ま
で
は
行
け
な
い
け
れ

ど
・
・
・
」「
他
の
家
族
は
ど

う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
な
ど
、

あ
な
た
の
困
り
感
を
軽
減
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

日
に
ち
、
内
容

※
1
回
目
は
、
名
古
屋
で
10
月

に
開
催
で
す
。

♦
第
２
回
　
11
月
7
日
㈫

「
家
族
の
対
応
～
ひ
き
こ
も
る

方
の
家
族
と
し
て
大
切
に
し
た

い
こ
と
～
」

講
師
　
全
国
ひ
き
こ
も
り
家
族
会

連
合
会
　
田
中
義
和
氏

♦
第
３
回
　
11
月
21
日
㈫

「
当
事
者
の
体
験
談
～
当
事
者

か
ら
伝
え
た
い
こ
と
～

講
師
　
ひ
き
こ
も
り
若
者
支
援

事
業
団
　
菅
沼
和
司
氏

♦
第
４
回
　
12
月
1
日
㈮

活
動
紹
介
「
支
援
団
体
か
ら
～

家
族
・
ご
本
人
へ
の
支
援
に
つ

い
て
～
」

講
師
　
パ
ー
ソ
ナ
ル
ラ
ボ

金
田
文
子
氏

時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～

3
時
30
分

場
所
　
新
城
保
健
所
大
会
議
室

対
象
　
ひ
き
こ
も
り
の
方
の
ご

家
族

費
用
　
無
料

申
込
　
各
回
開
催
前
週
の
金
曜

日
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
新
城
保
健
所
　
健
康

支
援
課
　（
ＴＥＬ
０
５
３
６

‐
22
‐
２
２
０
５
）

広
告

新
城
警
察
署
だ
よ
り

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は
、

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、

命
を
奪
わ
れ
る
、
け
が
を
す
る
な

ど
の
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
は
な

く
、
眠
れ
な
い
、
何
も
す
る
気
が

起
き
な
い
な
ど
、
心
身
の
不
調
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
は
、
い
つ
誰
の
身

に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

私
達
一
人
一
人
が
思
い
や
り
の

心
を
持
っ
て
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
に
接
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
、

少
し
で
も
早
く
立
ち
直
り
、
平

穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
こ
こ

ろ
の
悩
み
相
談

（
ＴＥＬ
０
５
２
‐
９
５
４
‐
８
８
９
７
）

問
合
せ
　
新
城
警
察
署

（
ＴＥＬ
22
‐
０
１
１
０
）

譲りたいもの

◆チャイルドシート
◆ペット用マナーウェア

譲ってほしいもの

◆大きい字の英和辞典
◆自転車（20 インチ）

※譲りたいもの・譲ってほしいものは、
無償提供に限ります。

問合せ　生活環境課（ＴＥＬ 23-7629）

リユースの広場
９７４２４９５１２ID
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お
知
ら
せ
保
健

５
３
５
８
２
５
８
６
８

ID問
合
せ
　
健
康
課

（
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
ＴＥＬ
23
‐
８
５
５
１
）

検
　診

離
乳
食
ひ
ろ
ば
（
要
申
込
）

日
時
　
11
月
２
日
㈭

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
離
乳
食
・
歯
の
話
、
調
理
見
学
、

試
食
、
身
体
計
測
（
希
望
者
）

対
象
　
令
和
４
年
12
月
～
令
和

５
年
５
月
生
ま
れ
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
よ

だ
れ
か
け
（
試
食
に
必

要
な
も
の
）、
筆
記
用
具

申
込
　
電
話
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。▲申込フォーム

検
　診

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

場
所
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
　
11
月
22
日
㈬
午
前

内
容
・
費
用

　
　
　
胃
が
ん
　
　
５
０
０
円

　
　
　
大
腸
が
ん
　
３
０
０
円

　
　
　
前
立
腺
が
ん
５
０
０
円

　
　
　
子
宮
が
ん
　
５
０
０
円

　
　
　
乳
が
ん
　
　
５
０
０
円

　
　
　（
40
歳
代
　
６
０
０
円
）

　
　
　
結
核
・
肺
が
ん
　
無
料

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の

男
性
が
対
象
で
す
。

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診

は
二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
を
行
い
ま
す
。

申
込
　
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。▲申込フォーム

相
　談

幼
児
心
理
相
談
（
要
申
込
）

日
時
　
11
月
15
日
㈬

午
前
９
時
～

場
所
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
お

子
さ
ん
の
発
達
や
育
児

に
対
す
る
助
言
や
支
援

対
象
　
未
就
園
児
の
発
達
・
発
育
・
育

児
に
つ
い
て
心
配
が
あ
る
方

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

お
知
ら
せ

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

■
世
界
糖
尿
病
デ
ー
と
は

　
糖
尿
病
の
脅
威
が
世
界
的
に
拡
大

す
る
の
を
受
け
、
注
意
喚
起
の
た
め

に
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
と

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
毎
年

11
月
14
日
に
定
め
た
国
際
デ
ー
で
す
。

■
世
界
で
６
秒
に
１
人
の
命
を

奪
う
病
気

　
糖
尿
病
は
今
や
世
界
の
成
人

人
口
の
お
よ
そ
9.3
％
と
な
る

４
億
６
３
０
０
万
人
が
抱
え
る
病

気
で
す
。
一
般
的
に
死
に
至
る
病

気
と
の
認
識
は
薄
い
で
す
が
、
年

間
実
に
５
０
０
万
人
以
上
が
糖
尿

病
の
引
き
起
こ
す
合
併
症
な
ど
が

原
因
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

■
糖
尿
病
が
怖
い
理
由

①
初
期
症
状
が
分
か
り
に
く
い

　
別
名「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー（
沈

黙
の
殺
し
屋
）」
と
言
わ
れ
、
自

覚
症
状
が
少
な
く
、
気
付
か
な
い

う
ち
に
進
行
し
や
す
い
病
気
で
す
。

②
合
併
症
が
命
や
生
活
を
脅
か
す

　
血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、

全
身
の
血
管
や
神
経
が
傷
み
ま
す
。
糖

尿
病
の
三
大
合
併
症
は
、
網
膜
症
、
腎

症
、
末
梢
神
経
障
害
で
す
。
失
明
、
透

析
、
足
の
壊
疽
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
一
部
の
が
ん
や
認
知
症
の
発

症
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
が
重
症
化
し
や
す
い

■
Ｈヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー

ｂ
Ａ
１
ｃ
と
糖
尿
病

　
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
血
液
検
査
で

測
定
で
き
る
糖
尿
病
の
指
標
の

一
つ
で
す
。
5.6
％
以
上
が
保
健

指
導
の
対
象
で
す
。

■
市
の
現
状

　
特
定
健
診
の
結
果
に
よ
る
と
、

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
が
高
い
方
が
愛

知
県
と
比
べ
て
ど
の
年
代
も
多

い
傾
向
で
す
。

■
発
症
と
重
症
化
予
防
が
大
切

　
次
の
５
つ
を
心
が
け
、
血
糖
値
を

上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で

発
症
と
重
症
化
の
予
防
が
で
き
ま
す
。

①
健
康
診
断

②
運
動（
ま
ず
は
プ
ラ
ス
10
分
）

③
食
事
リ
ズ
ム
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス

④
ス
ト
レ
ス
解
消

⑤
治
療
の
継
続（
治
療
中
の
方
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

３
６
６
９
４
１
０
２
９

ID　
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
初
回
接
種
を
終
了
し

た
生
後
６
か
月
以
上
の

全
て
の
方

場
所
　
市
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関

使
用
ワ
ク
チ
ン
　X

B
B
.1
.5

ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー

ま
た
は
モ
デ
ル
ナ
※
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
）

接
種
費
用
　
無
料

接
種
券
　

◆
12
歳
以
上
の
令
和
５
年
春
開
始

接
種
を
受
け
た
方
、
令
和
４
年

秋
開
始
接
種
を
受
け
た
方
の
順

に
発
送
を
し
て
い
ま
す
。

◆
未
使
用
の
接
種
券
が
あ
る
方
は
、
そ

の
接
種
券
を
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

※
乳
幼
児
・
小
児
接
種
（
６
か
月
～

11
歳
の
方
）
に
つ
い
て
は
、
申
し

出
に
よ
り
接
種
券
を
発
送
し
ま
す
。

初
回
接
種
が
お
済
み
で
な
い
方

　XBB.1.5

ワ
ク
チ
ン
で
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
希
望
の
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

予
約
・
相
談
・
問
合
せ

　

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
ＴＥＬ
22
‐
０
２
９
０
）
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生
活
を
し
て
い
る
中
で
や
り
づ
ら
い

動
作
、
力
が
入
ら
な
く
て
上
手
く
で
き

な
い
動
作
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
頻
度
は

少
な
く
て
も
、
目
的
と
す
る
動
作
が
や

り
づ
ら
い
と
そ
の
動
作
に
対
し
て
億
劫

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
や
身
の
周
り
に
あ
る
物
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
動
作
が
楽
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
時
に
役
立
つ
用
具
を
自

助
具
と
呼
び
ま
す
。
自
助
具
は
用
具
の

み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
既
存
製
品
の

導
入
・
工
夫
、
全
く
別
の
目
的
で
開
発

さ
れ
た
商
品
や
製
品
を
生
活
行
為
改
善

の
自
助
具
と
し
て
代
用
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　
今
回
は
、
生
活
場
面
で
役
立
つ
か
も

し
れ
な
い
方
法
や
道
具
を
紹
介
し
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
オ
ー
プ
ナ
ー

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
を
開
け
る
た
め

に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
固
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
方
法
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
例
え
ば
濡
れ
タ
オ
ル
を

テ
ー
ブ
ル
に
敷
き
（
滑
り
止
め
マ
ッ
ト

で
も
可
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
押
し
つ

け
な
が
ら
蓋
を
回
す
、
引
き
出
し
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
挟
ん
で
固
定
し
蓋
を

回
す
な
ど
、
家
庭
に
あ
る
物
を
工
夫
す

る
こ
と
で
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

手
で
蓋
を
開
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
既
製
品
の
自
助
具
も
あ
り
ま
す
。

■
リ
ー
チ
ャ
ー

　
手
の
届
か
な
い
場
所
に
あ
る
物
を
操

作
す
る
自
助
具
で
す
。
リ
ー
チ
ャ
ー
は

①
手
先
具
、
②
柄
、
③
グ
リ
ッ
プ
の
大

き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
手
先
具

　
手
先
具
の
形
に
よ
り
、
で
き
る
こ
と

が
変
わ
り
ま
す
。
押
す
、
引
く
、
上
げ

る
、
下
げ
る
、
引
っ
掛
け
る
な
ど
、
目

的
と
す
る
動
作
に
よ
っ
て
形
が
異
な
り

ま
す
。
リ
ー
チ
ャ
ー
の
代
わ
り
に
持
ち

手
が
曲
が
っ
た
靴
べ
ら
や
ハ
ン
ガ
ー
の

針
金
を
曲
げ
る
こ
と
で
代
用
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

シリーズ
第186話

②
柄

　
リ
ー
チ
ャ
ー
は
遠
く
の
物
を
操
作
す

る
自
助
具
で
あ
り
、
柄
の
長
さ
の
工
夫

は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

③
グ
リ
ッ
プ

　
持
ち
手
の
把
持
の
し
や
す
さ
に
限
ら

ず
、
力
の
入
れ
や
す
さ
や
操
作
性
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

握
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合
や
押
し
た

り
引
い
た
り
す
る
動
作
の
場
合
は
、
柄

を
太
く
し
た
方
が
使
い
や
す
く
な
り
ま

す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
動
作
が
楽
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
頑
張
り

過
ぎ
ず
に
楽
し
く
生
活
を
送
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ほ
の
か
診
察
室

日
常
の
動
作
を
楽
に
す
る
た
め
の
工
夫

監修
市民病院
リハビリ課

７
５
１
３
７
６
２
１
６

ID

(

ほ
の
か
診
察
室)

問
合
せ
　
市
民
病
院(

代
表)

TEE22
‐
２
１
７
１



飯田
線

新城まちなみ
情報センター

大善寺

446

439

新城駅

新城市役所

　長
篠
城
か
ら
新
城
城
へ
と
移
っ
た
奥
平

信
昌
と
亀
姫
夫
妻
。二
人
は
新
城
で
家

昌
、家
治
、忠
政
、忠
明
、後
に
大
久
保

忠
常
の
妻
と
な
る
娘
と
5
人
の
子
宝
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。天
正
１８
年（
１
５
９
０
）

に
徳
川
家
康
の
関
東
国
替
え
に
伴
っ
て
、

上
野
国（
群
馬
県
）宮
崎
に
移
る
ま
で
の

１４
年
間
、今
の
新
城
の
基
礎
を
作
り
上

げ
ま
し
た
が
、そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
大
善

寺
の
建
立
が
あ
り
ま
す
。

新
城
時
代
の
亀
姫

　亀
姫
は
徳
川
家
康
と
築
山
御
前
の
間

に
生
ま
れ
ま
し
た
。桶
狭
間
の
戦
い
直
後

の
こ
と
で
し
た
。こ
の
戦
い
で
今
川
義
元

が
討
ち
死
に
し
た
た
め
、家
康
は
独
立
を

果
た
し
ま
す
が
、三
河
国
を
平
定
す
る

ま
で
苦
労
の
連
続
で
し
た
。亀
姫
は
母

築
山
御
前
、兄
信
康
と
と
も
に
そ
う
し

た
苦
労
の
中
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。そ

う
し
た
中
、大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
が

奥
平
信
昌
と
の
婚
約
で
し
た
。こ
の
婚

約
は
、い
わ
ゆ
る
政
略
結
婚
で
し
た
が
、

二
人
は
仲
睦
ま
じ
く
幸
せ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、亀
姫
の
周
辺
で
大
き
な
時

代
の
風
が
吹
き
荒
れ
始
め
て
い
ま
し
た
。

　天
正
７
年（
１
５
７
９
）、母
築
山
御

前
と
兄
信
康
が
武
田
方
と
の
内
通
を
疑

わ
れ
、自
害
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
も
武
田
方
と
の
内
通
が
事
実
か
ど

う
か
はっ
き
り
分
か
って
お
ら
ず
、こ
の
事

件
は
家
康
に
関
す
る
大
き
な
謎
の
一つ
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、亀
姫
に
と
っ
て
み
れ

ば
母
と
兄
を一度
に
失
う
と
い
う
大
き
な

悲
し
み
に
包
ま
れ
た
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。

大
善
寺
の
建
立

　新
城
城
が
完
成
し
た
と
き
、亀
姫
は

「
こ
の
地
に
浄
土
宗
の
お
寺
は
あ
る
か
」

と
尋
ね
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。浄
土

宗
は
徳
川
家
に
縁
の
深
い
宗
派
で
し
た
。

片
山
に
大
膳
庵
と
い
う
小
さ
な
庵
が
あ
っ

た
の
で
、天
正
５
年（
１
５
７
７
）に
こ
れ

を
取
り
立
て
て
現
在
の
場
所
に
移
し
て

大
善
寺
と
し
ま
し
た
。や
が
て
、信
昌
は

こ
の
寺
で
長
篠・設
楽
原
の
戦
い
の
戦
没

▲大善寺

者
を
供
養
す
る
と
共
に
、母
と
兄
の
死
に

遭
遇
し
た
亀
姫
は
母
築
山
御
前
の
供
養

も
執
り
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大

善
寺
の
山
門
の
脇
に
あ
る
塀
に
は
徳
川

家
の
家
紋
で
あ
る
三
つ
葉
葵
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。江
戸
時
代
、三
つ
葉
葵
紋
を

軽
々
し
く
使
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。大
善
寺
は
家
康
の
長
女
亀
姫
と

の
縁
か
ら
寺
紋
と
し
て
三
つ
葉
葵
紋
の

使
用
が
特
別
に
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
徳
川
家
と
の

深
い
つ
な
が
り
を
推
し
量
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　幕
末
の
安
政
７
年（
１
８
６
０
）に
、

新
城
の
ま
ち
な
か
で
発
生
し
た
大
火
で

大
善
寺
も
類
焼
し
、様
々
な
記
録
類
も

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、信
昌
や
亀
姫

ゆ
か
り
の
古
文
書
も
な
く
な
って
し
ま
い

ま
し
た
。し
か
し
大
善
寺
が
二
人
に
と
っ

て
、と
て
も
大
切
に
し
て
い
た
お
寺
の
一つ

で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ろ
し
ん
し
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問合せ：市民自治推進課（TEL.23-7697）

自治チャンネル
新城市自治基本条例10周年

7
チャンネル

毎
日
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
管
理
だ
け
で
な
く
医
療

に
も
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス

が
利
用
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
転
倒
時
に
ス

マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
が
第
三
者
を

介
し
て
家
族
に
知
ら
せ
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
は
既
に
企
業
に
よ
っ

て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
心
拍
数
や

呼
吸
数
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ

ン
を
連
続
的
に
記
録
す
る
こ
と

で
、
健
康
の
変
調
も
検
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
記
録
し
た
膨
大

な
デ
ー
タ
の
管
理
や
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
解
析
と
、
そ
の
活
用
が

今
後
の
課
題
で
す
。

　
奥
三
河
ミ
ラ
イ
バ
レ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
の
中
で

も
活
用
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
回
は
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ

イ
ス
（
装
着
す
る
情
報
端
末
や
周

辺
機
器
）
に
つ
い
て
の
お
話
で

す
。
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
の

健
康
デ
ー
タ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
利
用
で
き
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

デ
バ
イ
ス
が
普
及
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
他
に
も
眼
鏡
型
の
ス
マ
ー

ト
グ
ラ
ス
や
指
輪
型
の
ス
マ
ー

ト
リ
ン
グ
な
ど
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
私
を
含
め
人
間
拡
張
・
手
の
外

科
学
講
座
所
属
ス
タ
ッ
フ
の
約

半
数
が
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
連
動
し
た
様
々
な
機
能
を
搭

載
し
て
お
り
、
画
面
と
振
動
で
通

知
し
ま
す
。
特
に
気
に
入
っ
て
い

る
の
は
健
康
デ
ー
タ
の
記
録
で

す
。
例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ

チ
を
装
着
し
睡
眠
す
る
と
、
自
動

的
に
計
測
し
た
心
拍
数
、
心
拍

変
動
、
活
動
レ
ベ
ル
な
ど
の
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
睡
眠
の
時
間
と
質

を
評
価
し
て
点
数
で
判
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
点
数
と
、
起
床
時
の

体
調
に
は
多
少
の
誤
差
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
科
学
的
な

根
拠
に
基
づ
い
た
判
定
で
あ
る

た
め
尊
重
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

運
動
時
な
ど
に
も
着
用
で
き
る

た
め
、
常
に
歩
数
が
計
測
で
き

問合せ：総合政策課（TEL.23‐76９６）

奥三河ミライバレープロジェクト
vol
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文  

責 

名
古
屋
大
学
大
学
院

 

医
学
系
研
究
科

 

人
間
拡
張・手
の
外
科
学
　

 

教
授
　山
本 

美
知
郎

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
の

し
く
み

女
性
議
会

　
女
性
議
会
は
、
新
城
市
自
治
基

本
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
市
民
の

多
様
な
参
加
の
機
会
の
一
つ
で
す
。

　
女
性
の
積
極
的
な
市
政
参
画
と

女
性
の
視
点
で
政
策
提
案
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
女
性
が
ま
ち

づ
く
り
に
一
層
関
心
を
深
め
る
機

会
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
年

に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
模
擬
議
会
形
式
で
行
わ
れ
、
行

政
だ
け
で
は
気
付
け
な
い
課
題
や

提
案
が
市
政
に
反
映
さ
れ
、
高
い

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

井
出
村
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
外
の
世
界
を
見
て
み
た
い
と

思
い
海
外
へ
飛
び
出
し
て
気
付

い
た
こ
と
。
そ
れ
は
、
ふ
る
さ

と
に
あ
る
鳳
来
寺
山
は
世
界
に

誇
れ
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
現
在
は
、
そ
の
魅
力
を
再

確
認
し
な
が
ら
祖
母
の
代
か
ら

続
く
お
土
産
屋
の
３
代
目
と
し

て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
み
る
と
、木
々

が
鬱
蒼
と
し
景
観
が
損
な
わ
れ

て
い
る
の
を
残
念
に
思
っ
た
り
、

観
光
客
が
参
拝
途
中
で
倒
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
の
を
目
の
当

た
り
に
し
、
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
る
う
ち
に
女
性
議

会
の
こ
と
を
知
り
、
勇
気
を
振

り
絞
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
議

場
に
立
つ
の
は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
提
案
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置

さ
れ
、
鳳
来
寺
山
に
関
わ
る
多

く
の
人
が
取
扱
研
修
に
参
加
し

て
く
れ
、
発
言
し
た
こ
と
が
形

に
な
る
喜
び
を
肌
で
感
じ
て
い

ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す

る
女
性
た
ち
と
の
出
会
い
は
、

私
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
導
い

て
く
れ
ま
す
。

▲ 井出村仁美さん
（鳳来東部）

令和３年度に女性議会に
参加した井出村仁美さん
からお話を伺いました。
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デイビッドだより

問合せ:市民自治推進課（TEL.23‐7697）

ニューキャッスル・アライアンス
vol

36

デイビッド・フォークナーさん

ドイツ・ノイブルグ市から音楽
教師のマルクスさんが新城を訪
問しました！ その時の様子を紹
介します。

11
月
は
あ
い
ち
多
文
化

共
生
月
間

　
愛
知
県
で
は
、
２
０
１
３
年
度

か
ら
毎
年
11
月
を
「
あ
い
ち
多
文

化
共
生
月
間
」
と
定
め
、
普
及
啓

発
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
広
報
啓
発
活
動
と

し
て
ポ
ス
タ
ー
・
ち
ら
し
の
掲

示
・
配
布
、
県
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
へ
の
掲

載
や
、
多
文
化
共
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

あ
い
ち
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
の

各
種
行
事
の
開
催
、
そ
し
て
、
顕

彰
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
人
も
外
国
人
も
お
互
い

に
地
域
の
一
員
と
し
て
認
め
合

い
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
多
文
化
共
生
の
ま
ち
に
し
て

い
く
た
め
に
は
、
市
民
一
人
一
人

が
そ
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
る
外
国

人
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
み
る
、
や

さ
し
い
日
本
語
で
会
話
を
し
て

み
る
、
出
身
を
聞
い
て
、
そ
の

国
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
、
外

国
人
が
日
本
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
親
身

に
な
っ
て
伝
え
る
な
ど
、
そ
れ
ら

問合せ：市民自治推進課（TEL.23-7697）

多文化共生のトビラ
vol

7

の
行
動
一
つ
一
つ
が
多
文
化
共

生
に
貢
献
し
ま
す
。

　
11
月
は
普
段
以
上
に
多
文
化

共
生
を
意
識
し
て
み
て
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

令和5年8月1日現在の外国人住民人口 1,182 人

▲ 2022年度のあいち多文化共生月間に行われた多文化共生フォーラムあいちでは、
新城市国際交流協会が多文化共生推進功労者として表彰されました。

▲ 市長を表敬するマルクスさん家族

▲ ニューキャッスル展 ▲  ドイツの地元新聞にも 
掲載されました

　2018年に本市で開催したニューキャスル・アラ
イアンス会議をきっかけに、ドイツ・ノイブルグ
市から来新したマルクスさんが、９月１日（金）
に市長を表敬訪問しました。今回は、ご家族もご
一緒で、近況報告やノイブルグ市の教育事情の話
題に大いに盛り上がりました。
　また、9月3日(日)には、ほうらい吹奏楽団主催
のニューキャッスル・ミュージック・フェスに出
演され、会場の観客を魅了しました。
　このフェスにあわせ、会場の外にはこれまでの
ニューキャッスルの活動や会議の様子などを展示
しました。訪れた多くの方は、ドイツ・ノイブル
グ市の大きな風景パネルの前で記念撮影をしたり、
マルクスさんのご家族と一緒に写真を撮影したり、
とても和やかな雰囲気に包まれました。
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令
和
６
年
９
月
の
共
同
調
理

場
の
稼
働
に
合
わ
せ
て
、
受
入

室
を
整
備
す
る
た
め
小
中
学
校

の
給
食
室
な
ど
の
改
修
、
増
築

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
鳳
来
中
学
校
の
工
事

内
容
と
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
鳳
来
中
学
校
で
は
、
教
室
棟

１
階
の
旧
音
楽
室
と
更
衣
室
の

一
部
を
受
入
室
に
、
２・
３
階

の
更
衣
室
の
一
部
を
ワ
ゴ
ン

プ
ー
ル
（
給
食
が
入
っ
た
食
缶

を
乗
せ
、
配
膳
す
る
た
め
の
ワ

ゴ
ン
車
置
き
場
）
に
改
修
し
ま

す
。

　
現
在
は
内
装
を
撤
去
し
、
新

た
に
小
荷
物
昇
降
機
の
設
置
を

主
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
共
同
調
理
場
か
ら
運
ば

れ
て
く
る
コ
ン
テ
ナ
（
給
食
が

入
っ
た
食
缶
や
食
器
類
を
積
ん

だ
運
搬
用
コ
ン
テ
ナ
）
を
受
入

室
に
搬
入
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
（
配
送
ト
ラ
ッ
ク
を

横
付
け
し
て
コ
ン
テ
ナ
の
積
み

下
ろ
し
を
行
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
土
台
）
を
整
備
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
給
排
水
設
備
、
配

膳
員
用
の
休
憩
室
、
ト
イ
レ
の

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
鳳
来
中
学
校
の
受
入
室
の
工

事
は
、
令
和
６
年
３
月
完
了
予

定
で
す
。

しんしろ学校給食通信

問合せ:学校給食課（TEL.22‐９９０６）

vol
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長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い

の
前
半
戦
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
長
篠
城
の
攻
防
戦
の

時
、
勝
頼
は
長
篠
城
の
北

方
に
あ
る
医
王
寺
に
本
陣

を
置
い
て
い
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
伝
わ
る
「
片
葉
の
葦
」

の
伝
説
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　
武
田
軍
の
軍
議
で
設
楽

原
へ
進
軍
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
日
の
夜
、
勝
頼
の

夢
枕
に
一
人
の
老
人
が
立

ち
、「
進
軍
を
し
て
は
い
け

な
い
」
と
勧
め
た
と
い
い

ま
す
が
、
勝
頼
は
そ
の
忠

告
に
憤
り
、
太
刀
で
老
人

の
腕
を
切
り
落
と
し
て
し

ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
翌

朝
、
医
王
寺
を
出
発
し
よ

う
と
門
前
に
あ
る
「
弥み

だ陀

が
池
」
を
見
る
と
、
池
の

ま
わ
り
に
生
え
て
い
た
葦

の
葉
が
全
て
片
方
の
み
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

武
田
勝
頼
本
陣
跡
・
医
王
寺

　片
葉
の
葦あ

し

　
こ
れ
が
片
葉
の
葦
の
伝
説

と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
片

葉
の
葦
が
生
え
て
い
ま
す
。

　
伝
説
の
真
偽
に
つ
い
て
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

不
思
議
で
計
り
知
れ
な
い
神

秘
性
こ
そ
が
人
々
の
心
を
打

ち
、
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
伝
説
が
今
も
地
域
に

親
し
ま
れ
、
大
事
に
語
り
継

が
れ
て
い
る
の
は
そ
の
所ゆ

え
ん以

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問合せ：長篠城址史跡保存館（TEL.32-0162）

わがまちの文化財・施設紹介
vol

209
再発見！

▲プラットホーム整備

▲小荷物昇降機設置
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第2話

　
保
育
士
は
か
つ
て｢

保
母｣

や｢

保

父｣

と
い
わ
れ
て
い
た
、
国
家
資
格
の

職
業
で
す
。

　
保
育
の
保
は
「
保
護
（
養
護
）」
の

「
保
」、保
育
の
育
は
「
教
育
」
の
「
育
」

を
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
保
育
と

は
、「
養
護
（
全
て
の
子
ど
も
を
慈
し
み
、

保
護
し
、
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
そ
れ

に
丁
寧
に
応
え
、
ど
ん
な
と
き
も
子
ど

も
を
主
体
と
し
て
扱
う
姿
勢
や
思
い
の

こ
と
）」
と
「
教
育
（
子
ど
も
の
願
い

を
形
に
し
て
い
く
手
伝
い
を
す
る
営
み

の
こ
と
）」
を
一
体
化
す
る
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。
幼
児
期
の
教
育
は
、

保
護
（
養
護
）
し
な
が
ら
で
な
い
と
成

り
立
た
な
い
た
め
、
子
ど
も
を
愛
お
し

く
思
い
、
守
る
と
い
う
姿
勢
が
あ
っ
て

初
め
て
教
育
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
城
市
で
は
こ
ど
も
園
や
民

間
保
育
所
な
ど
で
多
く
の
保
育
士
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
の
仕
事

　
保
育
士
の
仕
事
と
聞
く
と
「
お
世
話

を
し
て
い
る
」「
子
ど
も
と
遊
ん
で
い

る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
か

と
思
い
ま
す
。

　
確
か
に
乳
児
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
達
を
預
か
り
、
生
活
全
般

の
お
世
話
を
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
ま
す
が
、
心
身
の
発
達
を
促

し
て
社
会
性
を
養
う
必
要
が
あ
り
、
子

ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
朝
、
子
ど
も
の
健
康
状
態
（
顔
色
、

ケ
ガ
の
有
無
な
ど
）
を
確
認
し
な
が
ら

受
け
入
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
気
持
ち
が

不
安
定
な
と
き
に
は
、
手
を
つ
な
い
だ

り
抱
っ
こ
を
し
た
り
し
て
安
定
を
図
り

ま
す
。

　
年
齢
や
発
達
に
合
わ
せ
た
遊
び
や
活

動
、
生
活
な
ど
の
体
験
を
通
し
た
総
合

的
な
関
わ
り
の
中
で
、
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
て
取
り
組
も
う
と
す
る
気
持

ち
を
支
え
た
り
、
子
ど
も
の
考
え
た
こ

と
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

福
祉
の
お
仕
事

保
育
士

問
合
せ
　
こ
ど
も
未
来
課
︵
TEE23
︲
７
６
２
２
︶

連
載

　福
祉
の
お
仕
事

　
新
城
市
に
は
「
新
城
市
福
祉
従

事
者
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
が
あ
り
ま
す
。
福
祉

に
関
わ
る
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
り
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
や
り
が
い
と
魅
力
あ

る
「
福
祉
の
お
仕
事
」
を
隔
月
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
の
必
要
性
は
年
々
増
加

　
時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
、
保
育
士
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
よ
り
大
き
く
か

つ
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
昔
は
、
祖
父
母
と
の
同
居
や
地
域
の

つ
な
が
り
が
あ
り
、
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
風
土
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

核
家
族
化
や
共
働
き
な
ど
に
よ
り
、
そ

の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
の
機
能
を
、
保
育
士
が
担
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
共
働
き
を
し
て
い
る
家
庭
に

と
っ
て
、
自
分
た
ち
の
代
わ
り
に
子
ど

も
を
預
か
っ
て
く
れ
る
保
育
士
は
貴
重

な
存
在
と
言
え
ま
す
。
仕
事
な
ど
の
事

情
に
よ
っ
て
家
庭
内
だ
け
で
子
育
て
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
保
護
者
は
今
後

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
保
育
士
に
預

け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
保
護
者
が
安
心
し
て
仕
事

に
取
り
組
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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11月の休館日
開館時間

２０日（月）、３０日（木） 
9:00～20:00

新城図書館だより

問合せ：新城図書館（TEL.23‐2333  FAX.24‐3415）※ 背ラベル は、本を分類して書棚に並べるために決めた、本の住所ラベルのことです。

今月のチュウモク本！

～「秋の読書週間」と特別貸出のお知らせ～ 生涯学習イベント情報

一般書 「おばちゃんに言うてみ？」 一般書

料理初心者もベテランも、少し
疲れた時、手抜きをしたい時の
ご参考に。楽しくできます。

児童書 児童書

絵  本 絵  本

背ラベル  51カ23
スタジオタッククリエイティブ／編

背ラベル   91ニ23
今西 乃子／作

　１０月２7日（金）から１１月９日（木）は、
第７７回「読書週間」です。
　期間中は、一人１５冊・３週間までの特別
貸出を行います。
　秋の夜長に、じっくりと読書を楽しんで
みてはいかがでしょうか。

背ラベル  き23

「２０ぴきのおいしいあき」

背ラベル  913.6イ23
泉 ゆたか／著

たまだ みちこ

背ラベル  596ヒ23
平野 レミ／著

背ラベル  に23

マナビノトビラ

市ホームページ

玉田 美知子／作 たしろ ちさと／作・絵

生活に疲れ、悩み多き訳ありの
人 を々、大阪のおばちゃんが背
中を押して勇気づけてくれる、
抱腹絶倒＆涙ホロリの物語

けんどう もと

新城図書館
ホームページ

いまにし

いずみ

ひらの

のりこ

犬童神社の宮司は実は元・犬！
神社犬のシロも、宮司の様に人
間になりたいのですが、人間を
救うことが条件と言われ…。

ぎょうざをさがしているという
町の放送を聞いて、なぜいなく
なったのかを想像しちゃう少年
の愉快なお話

新幹線の鼻はなぜ長い？田ん
ぼはなぜ長方形？施設や建物
や乗り物など、色々な“形”の
理由がよくわかります。

栗ご飯に、きのことお芋の煮も
の、どんぐりと山ぶどうのケー
キ…。ねずみの親子が秋の味
覚を大いに楽しみます！

「カタチのひみつ図鑑」「人間になりたかった犬」

「ぎょうざがいなくなりさがしています」

講談社絵本新人賞受賞作

2023.11広報しんし27 広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

ろ



28広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

  2023.11

作り方
① 次郎柿のヘタを取って皮をむき、一口大程

度の大きさに切る。
② 切り分けた柿と牛乳、砂糖をミキサーなど

で滑らかになるまで混ぜる。
③ バニラエッセンスを加え、さらにミキサーな

どで軽く混ぜる。
④ ③を容器に入れて小分けし、冷蔵庫で３時

間程度冷やして固める。
レシピ：農村輝きネット・しんしろ

市民の皆さんからの情報をお待ちしています。イベント紹介や募集、地区の出来事など皆さんからの耳よりな話をお寄せください。

材料（４人分）
　  次郎柿 ････････････････････････２個
　  牛乳  ･･････････････････････ 160ml
　  砂糖  ･･････････････････････ 大さじ１
　  バニラエッセンス ･･････････５～６滴
　  ※ 柿の重さと牛乳の割合は２：１
　 ゼラチンを少量(2.5gくらい)
 入れてもよい。

柿プリン

豆 知 識

今月の

レシピ

しみんのトビラ

愛知県の東三河地域は次郎柿の大産地で、新城市で
も旧新城地区を中心に多くの柿が栽培されています。
柿を選ぶ時のポイントは、果皮全体が均一に赤みが
かりツヤのあるもの、ヘタと果実の間に隙間のない
もの、大きく重みのあるものを選ぶと良いですが、
食べきれず柔らかくなった柿は、今回のようにプリ
ンにして食べることもできます。

普段は廃棄してしまう部分などを活用した
環境にやさしいエコレシピをご紹介します。

問合せ　23-7632 農業課

問合せ 23-7623（秘書人事課）

ピーカブーオープンイベント　
警察署にいこう！
　1歳～未就園児親子向け「多文化親子ふれあい
ひろばピーカブー」オープンイベントです。市内
外国籍親子といっしょに警察署を見学しません
か？白バイ・パトカーの試乗もできます。

日　時 11月18日(土)10：00～11：３0
場　所 新城警察署
対　象 未就園、未就学の子どもとその保護者

（小学生の兄姉も参加可）
定　員 15組程度（先着順）
参加費 無料
申　込 11月２日(木)17時までにメールまたは

LINEで参加する人全員の①氏名(ふりが
な)、お子様の年齢②国籍③住所④連絡先
電話番号とメールアドレスをお知らせく
ださい。

問合せ 新城市国際交流協会
 Tel　23-1940   E-mail  siea@tees.jp
 URL  http:// siea-nc.org/公式LINEアカウント▶
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わくわくウォーキング　主催　愛知県健康づくりリーダー新城支部
　戦国時代にタイムスリップ！徳川家康公ゆかりの地を巡ります！
日　時 12月３日（日）9:45～12:00　小雨決行
集合場所 設楽原歴史資料館
講　師 高田孝典氏
対象者 東三河在住の小学生以上（小学生は保護者同伴）
募集人数 50人（先着順）
申　込 社会福祉協議会ボランティアセンター(TEL 23-6510)へ
 11月20日(月)までに申し込んでください。
コース概要（約３km）
 設楽原歴史資料館→馬防柵→家康物見塚→山縣昌景の墓→信玄塚
 →設楽原歴史資料館（見学）大人220円、小中学生50円　※団体料金（20人以上）

市民文化祭
問合せ 市文化協会（℡23－7656）※市民茶会は茶華友の会（℡23－3266）
 火、木、金曜日　9：00～12：00、13：30～17：00（月曜日が祝日の場合は火曜日休み）
会　場　 文化会館
費　用　 市民文化展・芸能祭は無料

■市民文化展
日　時	 10月27日(金)、28日(土)、29日(日)
	 10：00～16：00（29日は15：00まで）
※菊花展、盆栽即売会は30日12：00まで

■秋の市民芸能祭
日　時	 10月29日(日)　12：00開演
場　所　小ホール
内　容　大正琴の会、民踊研究会、舞踊研究会、	
	 おことの会、ダンス愛好会、太鼓愛好会

■秋の市民茶会
日　時	 11月３日(祝・金)　
	 9：00～14：00（予定）
場　所　和室、304会議室

301講習室 写真展
302講習室 俳句展、短歌展

303会議室
きらめき会(はがき絵)展、	
和のアート展～きもの遊び、
帯遊び

和室 着付け無料体験28日(土)		
（事務局へ要事前申し込み）

304会議室	
しんしろ文化財に親しむ会展
入門講座受講生作品展
（書道、パステル画）

場所・内容
101、102会議室	 盆栽双葉会展

103会議室	 盆栽即売会、入門講座受講
生作品展

104、105会議室	 諸流花展	
（28日(土)、29日(日)）

１F南側通路	 菊花展（即売会の予定あり）
展示室	 美術展、書道展
展示室前ラウンジ	 水墨画展
休憩室 デザイン切り絵展



30広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

  2023.11

フットゴルフ体験会

　新城総合公園陸上競技場で、ゴルフボールの 
代わりにサッカーボールを使うフットゴルフの 
体験会が行われました。 
　当日は、子どもから大人まで楽しくスコアを 
競い合っていました。

四谷の千枚田で特定外来種を除草
9月13日㈬

　四谷の千枚田で市内外の事業者およそ30人が、景観と生態
系保全を目的にアメリカセンダングサとセイタカアワダチソウ
を根元から引き抜きしました。　
　この活動でおよそ200キログラムを除草しました。

黄柳川小学校の内藤琴
こと

美
み

さんが全国優勝
9月17日㈰

　日産スタジアム（横浜市）で開催された「日清食品カップ
第39回全国小学生陸上競技交流大会」に出場し、5年女子
100ｍで優勝しました。記録は自己ベストとなる13秒20で
した。内藤さんは、ふれあいパーク鳳来を中心に活動してい
る陸上教室「キムランニング」で週２回練習に励んでいます。
今後は12秒台を目標に頑張りたいと意気込みを話してくれま
した。

八名小学校の森本蒼
そ

空
ら

さん所属の選抜チームが全国優勝
9月20日㈬

　広島県呉市で開催された全国大会「日本生命カップ第23
回ボーイズリーグ鶴岡一人記念大会」に中日本選抜の一員と
して出場しました。決勝戦では先発投手として2回を無失点
に抑え優勝に貢献し、下江市長に優勝報告をしました。

まちの話題あらかると

優勝した内藤琴美さんとキムランニングの皆さん▶

9月9日㈯, 10日㈰
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編集後記
　表紙の鳳来寺山、作手の巴川、新城総合公園など市内各地で紅葉を楽しむこ
とができます。私は昨年度、鳳来寺山の紅葉を見たので今年度はどこの紅葉を
見ようか迷っています。皆さんも市内の紅葉を楽しんでみてはいかがでしょうか。

相談名 相談内容（例） と　き ところ 申込み・問合せ

家庭児童相談 家庭内、児童に関する
相談など

毎週月～金曜日　
9:00～17:00 市役所1階 児童養育支援室

（℡22-9918）

教 育 相 談 いじめ、不登校など
小・中学校に関する悩み

毎週月～金曜日　
9:00～17:00（要予約） 市役所4階 学校教育課

（℡23-7607）

言語聴覚士の相談 集団の中でのコミュニケー
ションに関する相談

11/30（木）13:00～15:00
※11/1（水）8:30～受付開始

市役所1階
相談室

児童養育支援室
（℡22-9918）

臨床心理士による 
こころの健康相談

こころの健康、病気に関する
相談（家族相談も可）

11/7（火）9:00～11:15
（要予約） 新城保健センター 新城保健センター

（℡23-8551）

一般健康相談 健康に関する相談、
健診結果の説明など

11/6（月）9:00～11:00
（要予約） 新城保健センター 新城保健センター

（℡23-8551）

民生委員による 
心 配 ご と 相 談

日常生活の悩みごと、
困りごと

11/2（木）13:00～16:00 しんしろ福祉会館
相談室

社会福祉協議会
（℡24-9811）

11/15（水）13:00～16:00 市民センターほうらい
相談室

問い合わせ（電話相談不可）
（℡24-9811）

11/13（月）13:00～16:00 虹の郷 虹の郷
（℡38-1481）

カウンセラーによる 
女性悩みごと相談 女性の悩みごと全般 11/10（金）、24（金）

10:30～14:30
市役所3階
相談室

フリーダイヤル（電話相談可）
（℡0120-874-412）

精 神 科 医 に よ る 
こころの健康相談

気分が落ち込む、眠れない、
お酒を飲み過ぎてしまう等
の心の不調相談

11/10（金）13:30～15:30
（要予約）

新城保健所
相談室

新城保健所　健康支援課
地域保健こころの健康推進グループ
（℡22-2205）

介護なんでも相談 介護に関する不安や悩み 11/20（月）9:00～11:30
（要予約）

新城市地域
包括支援センター

（しんしろ福祉会館内）
新城市地域包括支援センター
（℡23-6810）

人権行政相談
・パワハラ、セクハラ
・日常生活の問題
・行政手続きやクレーム
　　　　　　　　など

11/14（火）13:00～16:00 勤労青少年ホーム
研修室Ｂ 市民課

（℡23-7628）
11/15（水）13:00～16:00 市民センターほうらい

相談室

事業承継個別相談 事業引継ぎ相談、
事業承継計画作成支援

11/22（水）10:00～、
11:30～（要予約）

勤労青少年ホーム 
講習室

産業政策課
（℡23-7634）

消費生活相談 架空請求詐欺、クーリング
オフ、訪問販売など

毎週月～金曜日　
9:00～16:30 市役所2階 消費生活新城センター

（℡23-6260）

勤労者生活相談 職場の雇用、賃金など 11/15（水）10:00～16:00
※12:00～13:00は休憩 勤労青少年ホーム 産業政策課

（℡23-7634）

年 金 相 談
未支給年金の請求、
老齢年金の請求など
年金について全般

11/28（火）10:00～12:00
※年金の代理請求は委任状必要

勤労青少年ホーム
研修室Ｂ

保険医療課（℡23-7625）
豊川年金事務所（℡0533-89-4042）
自動音声（要予約）

司法書士による 
登 記 法 律 相 談

不動産登記、空き家に
関する困りごと

11/9（木）10:00～15:00
※6日（月）正午までに要予約 勤労青少年ホーム 市民課

（℡23-7628）

弁護士による 
法 律 相 談

金銭、土地・建物、
夫婦問題・相続など

11/8（水）、22（水）
13:00～16:00（要予約）
※11/1（水）8:30～受付開始

しんしろ福祉会館
相談室

社会福祉協議会
（℡24-9811）

11月の相談
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医 療 情 報 	 Medical	Information

夜	間	診	療	所 休	日	診	療	所
診療日 	 毎日

診療科目 	 内科、小児科

診療受付時間 	 午後７時30分～10時30分

診療時間 	 午後８時～11時

診療場所 	 夜間診療所		新城市字北畑54番地1
	 （市民病院東側隣接地）

診療日 	 日曜日、国民の祝日、振替休日、
	 ８月15日、12月30日～1月3日

医科 	 午前９時30分～午後４時30分
	 ※診療受付時間	 午前9時30分～11時30分、
	 	 午後1時～4時

歯科 	 午前9時～正午
	 ※診療受付時間　午前9時～11時30分

診療場所 	 休日診療所　新城市矢部字上ノ川1番地８
	 電話で症状を連絡の上、ご来院ください。
	 TEL23‒3665
	 ※マスクの着用をお願いします。
	 ※診療は医科・歯科ともに外来のみです。

電話で症状を連絡の上、
ご来院ください。
TEL24‒1161
※マスクの着用をお願いします。
※医師の都合により、診療時間の変更
　または休診することがあります。

駐車場は、市民病院
駐車場をご利用ください。

11月緊	急	医	 診療受付時間 	 【土曜日】午後5時～8時30分【専門科】午後7時～10時30分
	 ※ただし、日曜日は午前9時30分～午後4時30分

診療日 	    電話で症状を連絡の上、ご来院ください。※医師の都合により、変更することがあります。

1 水 さくら眼科（上平井） 22-4100 14火 皮フ科新栄クリニック（平井） 24-6022

4 土 茶臼山厚生病院（富沢） 22-2266 15水 春日眼科（杉山） 24-3222

5 日 皮フ科新栄クリニック（平井） 24-6022 18土 星野病院（大野） 32-1515

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

TEL TEL

TEL TEL

TEL TEL

県救急医療情報システム くすり安心電話
⃝県救急医療情報センター
	 365日24時間、診療可能な最寄りの医療機関を案内しています。
	 TEL22-1133　 hp https://www.qq.pref.aichi.jp/
⃝県小児救急電話相談
	 毎日午後７時から翌朝８時まで小児の救急電話相談を行っています。
	 TEL＃8000〔短縮電話番号〕	 TEL052-962-9900

　くすり・医療用品などに関する緊
急の相談・質問などに応じます。
⃝新城市薬剤師会
	 TEL090-4793-1200
⃝開設時間
	 午後７時～11時

	 広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい植物油インキを使用しています。

広
報
し
ん
し
ろ

No.217
　令
和
５
年
11
月
号

至鳳来地区
消防防災
センター

東郷西小

東新町
JR飯田線（至飯田）

151

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至上平井 至
牛
倉

新城休日診療所

新城保健センター

住宅

市民病院
夜間診療所

正面
玄関

身障者
駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城
簡易
裁判所

案
内
板

噴水


